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わたしたちのねがい
美しい自然につつまれた雪のまち湯沢
清らかな愛情あふれるまち
すこやかな活力みなぎるまち
さわやかな誰もが訪れたいまち
みんなで力をあわせ
豊かで明るく住みよい
文化の香り高いまちをつくりましょう

湯
沢
町
町
民
憲
章
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平成１９年１０月１４日

秋風の中で爽やかに駆け抜けました 越越後湯沢後湯沢 秋秋桜ハーフマラソ桜ハーフマラソンン
９
月　

日
（
日
）、
越
後
湯
沢
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
が

３０

行
わ
れ
、多
く
の
選
手
た
ち
が
秋
の
湯
沢
を
駆
け
抜

け
ま
し
た
。
あ
い
に
く
こ
の
日
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
は

雨
天
で
、
最
高
気
温
が　

℃
台
と
、
や
や
肌
寒
い
く

１６

ら
い
の
涼
し
さ
で
し
た
。し
か
し
、雨
を
も
の
と
も
し

な
い
熱
気
を
も
っ
た
選
手
が
多
く
見
ら
れ
、
迫
力
あ

る
走
り
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
方
で
は
、

ま
さ
し
く
マ
イ
ペ
ー
ス
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
楽
し
む
人
た

ち
も
い
て
、
沿
道
で
声
援
を
送
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
手

を
振
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

今
年
は
参
加
者
が
約
２，
３
０
０
人
と
、
過
去
最

大
と
な
り
ま
し
た
。ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ん
は
、湯
沢
の

自
然
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
コ
ー
ス
を
、
自
ら
の

足
で
走
り
ま
す
。爽
や
か
な
秋
風
の
中
で
湯
沢
を
満

喫
で
き
る
こ
の
大
会
が
、
ま
す
ま
す
全
国
に
広
ま
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

遅
れ
て
来
た
秋
？
９
月
が
７
月
よ
り
暑
か
っ
た
！

さ
て
越
後
湯
沢
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
が
行
わ
れ
た
９

月　

日
は
、と
て
も
涼
し
い
一
日
で
し
た
。し
か
し
9

３０
月
の
終
わ
り
に
な
っ
て
や
っ
と
涼
し
く
な
っ
た
と
思
う

く
ら
い
、
今
年
の
９
月
は
残
暑
の
厳
し
い
月
で
し
た
。

実
際
に
左
の
表
の
と
お
り
、
今
年
９
月
の
最
高
気
温

　

℃
以
上
の
真
夏
日
を
数
え
て
み
た
ら
、湯
沢
町
の

３０過
去　

年
間
で
最
高
の　

日
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

２０

１２

し
か
し
こ
の
夏
の
真
夏
日
の
日
数
自
体
が
、
今
年

は
特
に
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
よ
り
も
特
筆
す
べ
き
点
は
、
９
月
の
平
均
気
温

（　

・
５
℃
）が
、７
月
の
平
均
気
温（　

・
７
℃
）よ
り

２２

２１

高
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。つ
ま
り
今
年
は
、
７
月

よ
り
９
月
が
暑
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

湯
沢
町
で
今
年
７
月
は
、真
夏
日
が
０
日
で
し
た

湯
沢
町
に
限
ら
ず
、
新
潟
県
内
で
は
７
月
の
気
温

が
全
般
的
に
低
め
に
推
移
し
ま
し
た
。
そ
し
て
湯
沢

町
で
は
、７
月
の
真
夏
日
の
日
数
が
０
日
で
し
た
。た

だ
こ
れ
は
、過
去
の
例
か
ら
見
て
初
め
て
の
こ
と
で
は

な
く
、
そ
れ
ほ
ど
珍
し
い
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
７
月
よ
り
９
月

の
平
均
気
温
が
高
か
っ
た
こ

と
は
、
過
去　

年
間
に
わ

２５

た
っ
て
も
例
が
な
く
、
３
月

中
旬
に
一
番
寒
く
な
っ
た
昨

冬
を
思
い
出
さ
せ
る
「
季
節

の
ズ
レ
」と
言
え
そ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
秋
が
深
ま
り

冬
に
向
か
い
ま
す
が
、
ど
う

か
異
常
な
く
順
当
に
季
節

が
移
り
行
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

９月７月日数

２０.２２２.００１９８８

２０.３２３.００１９８９

２１.１２３.９５１９９０

２０.８２３.２３１９９１

１９.３２２.７３１９９２

１９.２２１.８１１９９３

２１.１２５.５４１９９４

１８.２２２.８０１９９５

１８.８２３.５１１９９６

１９.３２３.３１１９９７

● データは全て気象庁のアメダスポイントの観測値

湯沢町での「９月の真夏日」の日数および
「７月と９月の平均気温」（過去２０年間）

各年の９月に、最高気温３０℃以上の真夏日を記録した
日数と、７月と９月の平均気温（℃）のデータです。

多くの選手たちを迎え、雨の中熱気あふれるスタートが切られました。

９月７月日数

２１.９２４.０１１９９８

２２.５２３.５５１９９９

２１.３２４.３５２０００

１９.７２４.９１２００１

１９.８２４.９３２００２

２０.４２１.２７２００３

２１.５２４.６５２００４

２１.１２２.６５２００５

１９.９２２.０４２００６

２２.５２１.７１２２００７
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町
長
コ
ラ

町
長
コ
ラ
ムム

町
民
の
皆
様
に
は
、と
て
も
暑
い

夏
と
残
暑
の
た
め
に
、と
て
も
お
疲

れ
か
と
思
い
ま
す
が
、よ
う
や
く
秋

ら
し
く
な
っ
て
き
た
今
日
こ
の
頃
で

す
。稲
の
刈
り
取
り
が
終
盤
に
な
っ

た
と
い
う
昨
今
で
す
か
、今
年
の
収

穫
量
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。町
で

も
昨
年
に
引
き
続
い
て
、温
泉
旅
館

組
合
と
農
家
の
皆
さ
ん
で
、越
後
湯

沢
産
魚
沼
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
新
米
フ
ェ

ア
ー
を
計
画
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ま

で
の
お
客
様
の
評
判
は
、上
々
の
よ

う
で
あ
り
ま
す
。

先
日
は
、第
６
回
越
後
湯
沢
秋

桜
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。こ
の
大
会
に
も
、多
く
の
町

民
皆
様
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
お
手

伝
い
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。今
年
は
昨
年

を
さ
ら
に
大
き
く
上
回
る
参
加
者

が
あ
り
、つ
い
に
二
千
人
を
超
え
ま

し
た
。し
か
し
当
日
は
残
念
な
が

ら
皆
様
の
願
い
も
通
じ
ず
、ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
の
出
発
時
刻
く
ら
い
か
ら

雨
模
様
と
な
り
ま
し
た
。け
れ
ど

も
気
温
が
低
か
っ
た
こ
と
と
、何
よ

り
も
選
手
の
皆
様
の
日
頃
の
練
習

の
成
果
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
た

こ
と
で
、そ
れ
ぞ
れ
が
立
派
な
成
績

を
残
し
た
よ
う
で
し
た
。な
に
か
冬

型
の
よ
う
な
肌
寒
さ
の
中
、豚
汁

サ
ー
ビ
ス
に
人
気
が
あ
り
ま
し
た
。

関
係
者
の
皆
様
、ご
苦
労
様
で
し
た
。

さ
て
９
月
議
会
の
最
中
に
、町
職

員
の
姿
勢
が
積
極
的
で
は
な
い
と

の
異
例
の
監
査
委
員
の
議
会
で
の

発
言
が
、新
潟
日
報
に
掲
載
さ
れ

ま
し
た
。こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、町

民
皆
様
に
ご
心
配
を
お
か
け
し
ま

し
た
。管
理
者
で
あ
る
私
の
責
任
で

職
員
の
研
修
を
き
ち
ん
と
進
め
て
、

皆
様
に
安
心
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
形
を
作
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
し
ば
ら
く
の
猶
予
を
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

日
の
大
安
に
は
、社
会
福
祉

２６
法
人
苗
場
会
が
中
子
地
区
で
計
画

し
て
い
る
、地
域
密
着
型
の
老
人
介

護
施
設
の
地
鎮
祭
が
あ
り
ま
し
た
。

計
画
で
は
直
ち
に
工
事
に
着
手
し
、

来
年
４
月
に
は
施
設
オ
ー
プ
ン
を

目
指
し
て
い
ま
す
。ま
た
敬
老
の
日

に
は
、湯
沢
町
で
今
年
百
歳
の
長
寿

を
達
成
さ
れ
た
５
名
の
う
ち
、３

人
の
皆
様
に
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。い
ず
れ
も

声
も
大
き
く
し
っ
か
り
と
し
た
眼

光
で
あ
り
、握
手
を
し
て
パ
ワ
ー
を

い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。皆
様
、耳

が
遠
い
こ
と
以
外
は
健
康
と
い
う
こ

と
で
し
た
が
、ご
家
族
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
が
あ
れ
ば
こ
そ
と
い
う
感
じ
が

し
ま
す
。ご
家
族
の
皆
様
ご
苦
労
様

で
す
。町
民
皆
様
も
あ
や
か
り
ま

し
ょ
う
。ご
長
寿
の
皆
様
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
の
初
雪
は　

月
下
旬
と
か

１１

い
う
予
報
も
出
て
い
ま
す
が
、自
然

環
境
も
大
変
お
か
し
く
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、そ
の
と
き
に
な
ら
な
け
れ

ば
わ
か
ら
な
い
の
で
は
、と
い
う
の

が
偽
ら
ざ
る
気
持
ち
で
す
。さ
て
そ

の
冬
が
到
来
す
る
前
の
今
月
中
旬

か
ら
、各
町
内
を
回
ら
せ
て
い
た
だ

き
、来
年
度
予
算
編
成
に
備
え
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
の
節
は
、日
頃

の
思
い
を
私
に
ぶ
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

し
か
し
厳
し
い
中
で
す
か
ら
、全
部

が
全
部
で
き
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
の

で
、そ
れ
は
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ま
た
今
月　

日
に
は
、町
の「
こ

２１

ら
っ
し
ゃ
い
湯
沢
・
収
穫
祭
」が
あ
り
、

そ
の
と
き「
雪
国
〜
駒
子
そ
の
愛

〜
」の
坂
本
冬
美
さ
ん
の
全
国
縦
断

カ
ラ
オ
ケ
コ
ン
ク
ー
ル
決
勝
大
会
も

湯
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開
催

予
定
で
す
。多
く
の
行
事
が
あ
り

ま
す
が
、寒
さ
に
向
か
い
ま
す
の
で

皆
様
も
健
康
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
ご

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

３
日

５
日

６
日

７
日

９
日

　

日
１１

　

日
１４

　

日
１５

　

日
１７

　

日
２０

　

日
２６

　

日
２７

　

日
２９

　

日
３０

朝
礼
／
補
正
予
算
町
長
査
定
／
中
国
教
育
旅
行
関
係
者
視
察
懇
談
会

課
長
会
議
／
松
浦
長
岡
国
道
事
務
所
長
来
庁
／
湯
沢
砂
防
事
務
所
長

来
庁
／
Ｒ
３
５
３
十
二
峠
新
ト
ン
ネ
ル
開
削
期
成
同
盟
会
会
計
監
査

「
ポ
ス
ト
過
疎
法
時
代
」
に
向
け
た
研
修
会
（
新
潟
市
）

決
算
審
査
意
見
書
提
出
／
新
潟
県
町
村
会
役
員
会
（
新
潟
市
）
／
環
境

衛
生
中
央
研
究
所
会
議
（
長
岡
）

桜
井
新
議
員
任
期
満
了
を
祝
う
会
（
南
魚
沼
市
）

課
長
会
議

病
院
事
業
打
合
せ
／
道
路
広
報
誌
「
Ｈ
Ｏ
‐
Ｒ
Ｏ
‐
Ｍ
Ａ
」
取
材
／
敬

老
会

南
魚
展
表
彰
式
、
記
念
式
典

百
歳
到
達
者
表
敬
訪
問
（
３
名
の
方
々
へ
）

自
衛
隊
連
隊
長
訪
問
（
高
田
駐
屯
地
）

国
体
打
合
せ
／
（
仮
称
）
健
康
倶
楽
部
ゆ
ざ
わ
地
鎮
祭
／
秋
桜
マ
ラ
ソ

ン
実
行
委
員
会
／
ガ
ー
ラ
取
締
役
会

小
学
校
親
善
陸
上
大
会
／
エ
コ
ス
タ
イ
ル
セ
ミ
ナ
ー
挨
拶
／
湯
沢
町

ス
キ
ー
場
振
興
協
議
会
来
庁

秋
桜
マ
ラ
ソ
ン
前
夜
祭

秋
桜
マ
ラ
ソ
ン

９
月
の
町
長
活
動
状
況
に
つ
い

９
月
の
町
長
活
動
状
況
に
つ
い
てて
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Ｑ 保険証は変わるのですか？

Ａ 後期高齢者医療制度に加入すると、新しい保険証に変わります。
�この制度では、新しい保険証が１人に１枚交付されます。対象となる人には、来年３月
下旬に湯沢町役場から保険証が送付されます。（保険証の申請手続きは不要です。）

�制度施行後に７５歳になる方については、誕生日前に保険証が届きます。

�医療機関で医療を受けるときは、現行の老人保険制度では、保険証と老人医療受給者証
の２種類必要でしたが、後期高齢者医療制度では、保険証１枚のみの提示となります。

Ｑ 窓口での自己負担割合はどうなりますか？

Ａ 医療費の自己負担割合は、一般の人は１割負担、現役並み所得者は、３割負担 となります。保険証
に自己負担割合が記載される予定です。

�医療費が高額になった場合は、現行の老人保健制度同様に高額医療費制度や自己負担限度額などの設定があり
ます。（詳しい内容につきましては、詳細が決まり次第お知らせいたします。）

Ｑ 後期高齢者医療制度による医療費の財源構成は？

Ａ 後期高齢者医療制度による医療費の財源内訳は、患者負担分を除くと、被保険者からの保険料が
　１割、若年者からの後期高齢者支援金が約４割、公費負担が約５割となっています。この公費のうち、
国・県・市町村の負担割合は、４対１対１となります。

�現役並み所得者（患者負担３割）の医療費は、公費負担の対象外となっており、保険料（１０％）以外の部分は
後期高齢者支援金で賄われます。

後期高齢者医療制度って？後期高齢者医療制度って後期高齢者医療制度って？？
平成 20 年４月からはじまる

【問い合わせ】町民課町民生活班　℡７８４－３４５３

‐‐ＶＶｏｌｏｌ．．3‐ 保険証・窓口負担割合につい3‐　保険証・窓口負担割合についてて

75歳以上の方の医療保険制度が、来年４月から「後期高齢者医療制度」として新たに
スタートします。今回は、保険証と窓口負担割合についてお伝えします。

保険証
老人医療
受給者証

現行（老人保健制度）

新しい
保険証

（３月下旬送付）

平成 20年 4月～（後期高齢者医療制度）

窓口では、保険証

１枚のみの提示

一 般 １割
医療費の自己負担額・・・・・・・
※現役並み所得者の所得区分につきましては、
決定され次第お知らせいたします。

現役並み所得者 3 割

医療費の財源構成図・・・・・・・

患
者
負
担

１割
または

３割

被
保
険
者
の
保
険
料

後期高齢者支援金
（若年者の保険料）

政府管掌保険組合
健康保険組合
共済組合
国民健康保険

国 県 市
町
村

１ ０ ％ ４ ０ ％ ５ ０ ％

公 費 負 担

2/3 1/6 1/6
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湯沢町の平成１８年度湯沢町の平成１８年度決決算算
収支は３億３ ５ ７ ２万５千円一般会一般会計計

平成 18年度は、観光事業会計を廃止するため、一般会計は多額の負担をしました。そのため貯金（基
金）をおろす必要が生じ、昨年黒字に転じた実質的な収支が、一時的に赤字になりました。

実質的な収支
�－�－�＋�

支出のうち貯金に
積み立てた額　�

収入のうち貯金を
おろした額　�

収入のうち前年度
からの繰越金　�

収入－支出　�

▲９２９９万９千円３８万円１億８５９５万７千円３億７５８８万円４億６８４５万８千円平成１５年度

▲９２６８万７千円３２万５千円１億５８３０万６千円４億６８４５万８千円５億３３７５万２千円平成１６年度

４億１７８０万円５億９３５２万１千円０円５億３３７５万２千円３億５８０３万１千円平成１７年度

▲１億７５７２万４千円１０３万４千円１億５４４５万２千円３億５８０３万１千円３億３５７２万５千円平成１８年度

諸収入 ６億３４７４万２千円（ ８.７％ ）

繰入金 ６億２５６９万３千円（ ８.６％ ）

繰越金 ３億５８０３万２千円（ ４.９％ ）

県支出金 ２億７２７万６千円（ ２.９％ ）

国庫支出金 １億５７９４万円（ ２.２％ ）

地方譲与税 １億３９９０万５千円（１.９％ ）

地方消費税交付金 １億１４６７万２千円（１.６％ ）

財産収入 １億１１７万４千円（１.４％ ）

使用料および手数料 ５４９９万３千円（０.８％ ）

その他 １億９８３１万３千円（２.７％ ）

町町税税
４６億７３６３万５千４６億７３６３万５千円円
（（ ６４６４..３３％％ ） ）

★町　　税 ４億４７９８万３千円減・・・・・固定資産税の評価替等により４億８２８０万５千円減、入湯税が１１１４万１千円減
 （８.７％減） ・・・・・・・・ になったことが主な要因です。その他、町民税が税源移譲により５０５９万７千増、
  ・・・・・・・・・・・・ たばこ税が２４７万円減となっています。

★財産収入 １億１８９０万１千円減・・・・・平成１７年度には南魚沼地域広域連合の「南魚沼ふるさと市町村圏基金」の清算
 （５４.０％減） ・・・・・・・ が行われ、1億円お金が返ってきましたが、その分が減となりました。

★県支出金 ２９７６万６千円減・・・・・・・・・・選挙委託金８０６万５千円減などにより、前年度より減となりました。
 （１２.６％減） ・・・・・・・ 

★繰 入 金 ５億５３４６万９千円増・・・・・温泉管理事業清算特別会計繰入金２億８１９万３千円、減債基金繰入金２億５６００万円
 （７６６.３％増） ・・・・・・・ の繰入れがあったほか、財政調整基金繰入金の増により、前年度より増となりました。

★諸 収 入 ３億４２２３万３千円増・・・・・観光事業会計の廃止に伴い、ロープウェー建設時の貸付金の清算が行われ、３億
 （１１７.０％増） ・・・・・・・ ５０００万円のお金が返ってきたことが主な要因です。

固定資産税３７億９６９７万２千円（ ８１.２％ ）

町民税 ６億５６７７万円（ １４.１％ ）

町たばこ税 １億１７６万９千円（ ２.２％ ）

軽自動車税ほか１６９２万１千円（ ０.３％ ）

入湯税 １億１２０万３千円（ ２.２％ ）

７ ２億 6637 万 5 千円（対前年度比 1 億４０５８万１千円増）収入の部

町税の内訳

ポイント前年からの増減 前年からの増減 
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★商 工 費 １０億８８３４万８千円増・・・・観光事業会計を廃止するため、一般会計からの補助金が１１億６８６６万円増と
 （２０８.９％増） ・・・・・・・ なったため、前年度より増となりました。

★災害復旧費 ４６１０万９千円増・・・・・・・・・・・大雪による道路及び施設の損壊復旧工事３６３４万２千円増と大雨による河川
 （４７７.２％増） ・・・・・・・ 復旧工事２９２万５千円増となったため、前年度より増となりました

★土 木 費 ２億４２万７千円減・・・・・・・・暖冬少雪で除雪対策費が２億６１４万５千円の大幅な減となったため、前年度よ
 （１１.８％減） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ り減となりました。

★農林水産業費 ３９７２万１千円減・・・・・・・・・・・中山間地域総合整備事業にかかる県営事業負担金２０２８万４千円減などが主
 （２６.３％減） ・・・・・・・ な要因です。

69 億 3065 万円（対前年度比 1 億６２８８万７千円増）支出の部

ポイント前年からの増減 前年からの増減 

民生費 ６億２１５９万１千円（ ９.０％ ）

衛生費 ５億４２５２万７千円（ ７.８％ ）

教育費 ４億１５２万２千円（５.８％ ）

消防費 ３億５９６５万４千円（ ５.２％ ）

公債費 ２億５７８１万１千円（３.７％ ）

農林水産業費 １億１１１９万５千円（１.６％ ）

議会費 ６２４４万７千円（０.９％ ）

災害復旧費 ５５７７万１千円（０.８％ ）

労働費 １３４０万円（０.２％ ）

町が使ったお金（６９億３０６５万円）をその性質別によりグラフにしてみると、お金の使い方の特徴を違う側面から見ること
ができます。

ポイント性質別に見た支出の内訳 性質別に見た支出の内訳 

�支出の中で最も大きな割合を占めるのが各種団体への負担金・補助金や公営企業（水道事業、観光事業、病院事
業）の収入不足を補う補助金の１５億４８０２万５千円（解散により、南魚沼地域広域連合負担金はなくなりましたが、
観光事業会計廃止のための多額の補助で、増となっています。）などを集計した補助費等 (２６.７%)です。

�次に大きな割合を占めている物件費 (２０.０%)は、消耗品購入費、委託料などの消費的な経費です。事務事業の見
直しにより経費の削減を図ってきましたが、広域連合解散で南魚沼市へのごみ処理や消防業務の委託費が新たに
発生したため、全体として増加しています。

�３番目に大きな割合を占めているのが、人件費 (１６.８%)です。職員の数が多いことが要因となっています。

�４番目に大きな割合を占めているのが、特別会計（国民健康保険・老人保健・介護保険・下水道）の収入不足を補う
ために支出された繰出金 (１４.８%)です。

※特別会計への繰出金や公営企業会計への補助金が、一般会計を圧迫していることがわかります。

補助費補助費等等
１１８８億４７５３万９千億４７５３万９千円円
（（ ２６.７２６.７％％ ） ）

物件物件費費
１１３３億８８７９万８千億８８７９万８千円円
（２（２００.０.０％％ ） ）

人件人件費費
１１１１億６３７４万５千億６３７４万５千円円
（（ １６.８１６.８％％ ） ）

繰出繰出金金
１１００億２７７０万億２７７０万円円
（（ １４.８１４.８％％ ） ）

普通建設事業費 ４億７２９３万５千円（６.８％ ）
維持補修費 ２億９４８９万３千円（ ４.３％ ）

その他 ７億３５０４万円（１０.６％ ）

商工商工費費
１６億９４３万８千１６億９４３万８千円円
（（ ２３２３..２２％％ ） ）

土木土木費費
１４億９６６８万４千１４億９６６８万４千円円
（（ ２１２１..６６％％ ） ）

総務総務費費
１３億９８６１万１３億９８６１万円円
（（ ２０２０..２２％％ ） ）
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皆さんが納める保険税が支えです。国民健康保険特別会 国民健康保険特別会計計 

支出収入収入－支出＝８９１８万１千円

国民健康保険は、他の医療保険制度に加入し
ていない皆さんのための制度です。歳出では、通常
の保険事業のほかに出産育児一時金４９０万円、
葬祭給付費７４０万円、人間ドック助成金１５９１万７
千円等を支出しています。

 一般会計からの繰入金　６６９８万６千円 

◎基金の残高
　国民健康保険支払準備基金 

１億１３９２万５千円

金額科目金額科目

５億４８５６万９千円保険給付費３億５５３１万９千円国民健康保険税

１億５６１１万３千円老人保健拠出金２億７１９３万３千円国庫支出金

７２７１万８千円介護納付金１億１６１４万円療養給付費

１６７２万７千円保健事業費６６９８万６千円繰入金

２００５万６千円総務費６００１万円繰越金

７２３８万４千円その他１億５３６万円その他

８億８６５６万７千円計９億７５７４万８千円計

特定の事業を行う場合に、その事業の収入を支出に充て、
一般会計と区別して経理する会計です。

平成２０年度から後期高齢者医療制度に移行します。老人保健特別会 老人保健特別会計計 

支出収入収入－支出＝２０万６千円

老人保健制度は、高齢者の医療の負担を軽くし、
安心して医療を受けられるようにするための制度で
す。対象となる７５歳（一定の障がいのある人は６５
歳）以上の人に対し、医療費給付を行います。今後
も高齢化が進む中で、医療費等はますます増加し
ていくことが予想されます。

 一般会計からの繰入金　６５３９万８千円 

金額科目金額科目

７億５３０４万７千円医療諸費４億１６５８万３千円支払基金交付金

１３１８万９千円諸支出金２億２２５０万２千円国庫支出金

３３６万円総務費６５３９万８千円繰入金

５６１７万５千円県支出金

９１４万４千円その他

７億６９５９万６千円計７億６９８０万２千円計

介護を必要とする高齢者を社会全体で支えます。介護保険特別会 介護保険特別会計計 

支出収入収入－支出＝６６１７万９千円

平成１８年度の要介護（要支援）認定者数は、２９２
人となっています。今後も介護サービスの利用が
増加していくと見込まれることから、制度の安定的
な継続を図るため、給付の適正化に取り組んでい
きます。

 一般会計からの繰入金 １億２５２８万３千円 

◎基金の残高
　介護給付費準備基金 　　　１０７万７千円

金額科目金額科目

４億９２３９万７千円保険給付費１億６００３万３千円支払基金交付金

５２２３万３千円総務費１億３８１９万６千円国庫支出金

２１８４万１千円諸支出金１億２５２８万３千円繰入金

９３５万４千円基金積立金１億８５８万１千円介護保険料

１１５６万１千円その他８２３５万円県支出金

３９１２万２千円その他

５億８７３８万６千円計６億５３５６万５千円計

収入不足のため、下水道への接続促進が課題となっています。下水道特別会 下水道特別会計計 

支出収入収入－支出＝９８０６万６千円

平成１８年度末の下水道普及率は８８.２％、水洗
化率は８１.１％となりました。国から事業認可を受けて
いた区域の整備がほぼ完了しました。しかし、これま
での急速な下水道整備のために、借金残高は平成
１８年度末で８３億３８０１万４千円となっており、その
返済のために一般会計からの繰入金が多額になっ
ています。

 一般会計からの繰入金　７億７００３万３千円 

◎基金の残高
　下水道施設改修基金　１億６１２３万６千円

金額科目金額科目

７億８６８５万２千円公債費７億７００３万３千円繰入金

１億３２４７万１千円公共下水道費２億６０７２万４千円使用料・手数料

１億８１９万３千円総務費５１２０万円町債

３７４７万６千円特定環境保全公共下水道費３００万円国庫支出金

７８１０万１千円その他

１０億６４９９万２千円計１１億６３０５万８千円計

特別会特別会計計
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安定性が高く安全な水源を確保し、安心して飲める水の供給に努めます。水道事業会 水道事業会計計 

水道使用量が年々減少していて、水道料金収入もそれに比例し
て減少してきていますが、事業費の削減により黒字決算（純利益
２４４万４千円）となっています。今後もより一層の経営効率化を図
ります。

 一般会計からの補助金　５７３７万９千円 

４億２２３９万５千円収入収益的収支
（経営活動に伴うもの） ４億１３０１万９千円支出

４６１４万円収入資本的収支
（建設改良のためのもの） ２億４１８６万６千円支出

ロープウェーは、観光資源として大きな役割を果たしています。観光事業会 観光事業会計計 

湯沢高原（温泉）ロープウェーは昭和３４年の架設から湯沢町の
観光の中心を担ってきましたが、近年は厳しい経営状況が続いて
いました。民間経営のノウハウを取り入れ、より効率的な事業を展
開するため民営化されることになり、観光事業会計は平成１８年度
をもって廃止されました。

 一般会計からの補助金　１３億４０６４万６千円 

１８億８０００万５千円収入
収益的収支

９億９８２６万７千円支出

０円収入
資本的収支

１０億９５９１万円支出

平成１４年度に開業した病院施設の会計です。病院事業会 病院事業会計計 

開院から５年が経過し、運営も順調に推移しています。平成１８
年度の事業収益は９億９３８３万７千円で、前年比０.１％の増となり
ました。

外来患者数６１,５１８人（1日平均２０９.２人・前年比４.４％減）
入院患者数２２,６３２人（1日平均２６２.０人・前年比１.８％減）

 一般会計からの補助金　１億５０００万円 

９億９３８３万７千円収入
収益的収支

１０億４２５９万６千円支出

０円収入
資本的収支

５５６万７千円支出

平成１８年度に一般会計から特別会計・公営企業会計に回したお金の総額は 25億 7572 万 5千円に
上り、一般会計の支出総額の実に 37.2％を占めています。
この中には、基準があって義務的に回さなければならないものもありますが、一般会計から独立し、
それぞれの事業の収入をそれぞれの支出に充てて採算を取るべきとされるこれらの会計の建て直し
（特に下水道特別会計）が、町財政の課題の一つです。
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温泉管理事業は、平成１８年度から民営化されました。温泉管理事業清算特別会 温泉管理事業清算特別会計計 

支出収入収入－支出＝０円

平成１７年度末で廃止された温泉管理事業会計
の清算のための会計です。平成１７年度内に収入・
支出を終わることができなかったものについて、こ
の会計で処理しました。

 一般会計からの繰入金　０円 

金額科目金額科目

２億１２２０万９千円温泉管理事業清算費２億７２８万４千円諸収入

４４６万３千円使用料および手数料

４６万２千円負担金

２億１２２０万９千円計２億１２２０万９千円計

必要な経費を自らの収入で賄う独立採算の会計です。公営企業会公営企業会計計

※資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は、当年度消費税資本的調整額、過年度損益勘定留保資金で補填しました。

� �������������������������������������������������������������������������������������������

※資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は、当年度消費税資本的調整額、過年度損益勘定留保資金、未収金および未
払金により措置しました。

※資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は、当年度消費税資本的調整額、過年度損益勘定留保資金で補填しました。
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 湯沢町の財政 Ｑ＆湯沢町の財政　Ｑ＆ＡＡ お答えしまお答えしますす

Q湯沢町は財政が豊かだといわれていますが、これからも大丈夫ですか？
A財政状況は他の市町村に比べれば豊かですが、今後は非常に厳しくなります。

市町村の財政の状況を見るとき使われる指標に、「財政力指数」と「経常収支比率」と
いうものがあります。「財政力指数」とは、標準的な行政活動に必要なお金を、どれくらい自
前で調達できるかを表した数値です。一方「経常収支比率」とは、人件費や社会保障費な
ど毎年必要な経費が、毎年入ってくるお金に対してどのくらいの割合かを表した数値です。
全国の町村を人口および産業構造により分類した場合の類似町村と比べると、湯沢町の
財政は豊かと言えます。しかし比較対象となる町村は、財政的に行き詰まり、ゆとりのないと

ころばかりです。民間企業の感覚なら、豊かというよりもむしろこの程度が普通と言えるのではないでしょうか。
湯沢町の収入を支えている根幹は７０％以上の割合を占める町税で、平成９年度の６５億円をピークに減少傾向にありま

す。所得に課税する住民税よりも、資産に課税する固定資産税の割合がとても大きいのが特徴です。中でも、事業用償却
資産と建物に対する割合が大きく、減価償却により一定レベルまで税額が減少していく構造となっています。もし現在の社
会経済情勢が続けば、１０年後には固定資産税だけで９億８０００万円減少すると見込まれています。

Q借金が多く困っている市町村がありますが、湯沢町はどうなっていますか？
A他の市町村と比較して借金は少なく、堅実な財政運営を行っています。

湯沢町の借金は、各会計を全部合わせると１２８億２１９２万円になります。一般会計
における町債残高は年々減少しており、平成１８年度末には１０億４４万１千円にな
りました。借金は類似町村に比較してとても少ないと言えます。
しかし、急速なインフラ整備を行った下水道特別会計の町債残高は、８３億３８０１万
４千円と多額になっています。この返済等に対処するため、一般会計から下水道特
別会計には６億３４１９万６千円のお金を回しています。

�実質公債費比率（公債費等負担の健全度の指数）

公債費（借金の返済分）だけでなく、実質的に
公債費と同類のもの（例えば下水道特別会計の
借金返済のために一般会計から回すお金など）
も合わせて、それが町の収入に占める割合です。
町が実際に負っている債務が、どれだけ財政
を圧迫しているかが明らかになります。（数字
が低いほど健全であることになります。）

新潟県内３５市町村（平均１７.０％）

�刈羽村　　１３.８％　　　

…

�湯沢町　　１８.７％　　�柏崎市　　２２.２％
�出雲崎町　１１.０％　　�魚沼市　　２３.９％…

　�南魚沼市　２４.６％

公債残高の推移

０

１０

２０

３０

４０

５０

６０

７０

８０

９０

１００

H３ H４ H５ H６ H７ H８ H９ H１０ H１１ H１２ H１３ H１４ H１５ H１６ H１７

（億円）

下水道

水道

一般会計

病院

H１８

�財政力指数（豊かさの指標）

 湯沢町 ・・・・・・・・・ １.４６
 類似町村 ・・・・・・ ０.５２

※高いほど財政が豊かです。数値が 1を超え
ると「親からの仕送り」である普通交付税が
国から交付されません。

�経常収支比率（ゆとりの指標）

 湯沢町 ・・・・・・・・・ ７３.０％
 類似町村 ・・・・・・ ８７.９％

※低いほど財政にゆとりがあります。急な出費
に備える能力があることになります。

決算額（歳出）の推移

８４

１０３

８２

９４
９１

９８

８３

８９ ８９
８６

７７
７４ ７６

６５ ６４

６０

６５

７０

７５

８０

８５

９０

H２ H３ H４ H５ H６ H７ H８ H９ H１０ H１１ H１２ H１３ H１４ H１５ H１６

（億円）

６８

H１７ H１８

６９

９５

１００

１０５
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Q今後の厳しい財政状況を乗り切るために、必要なことは何ですか？
A湯沢町が将来も存続していくためには、町の将来像を見据えた選択が必要です。

町では平成１６年に事務事業の見直し計画を立て、平成１７年度から平成１９年度まで
の３年間で約５億円の見直しを行って、財政状況の悪化に対応してきました。今後も最小
の経費で最大の効果を上げるよう、経費の削減に努めていきます。しかし予想される税収
の減少に対処するためには、抜本的な改革が必要です。
財政的な面からは、職員数の削減による人件費の抑制、各種料金などの受益者負担

の見直し、各種事業や施設の統廃合による効率化と重点化などは、湯沢町が将来も存続していくために避けて通れない課
題といえるでしょう。町の将来像を町民の皆さまとともに描き、真に必要なものを、よりよいものにしながら継続していくために
はどうしたらいいか考えなければなりません。

●● ススケールメリットを考えてみましょケールメリットを考えてみましょうう
スケールメリットとは、規模が大きくなることによって一人当たりのコストが下がることをいいます。市町村合併が推進され

る一つの要素でもあります。町財政を維持し、住民の生活の守るためには、単なる経費の節減だけでなく、こうしたメリットも
追及していく必要があるといえるでしょう。
わかりやすい例として、小学校・保育園の一人当たり経費の比較を表にしてみました。児童数の多い小学校、園児数の多

い保育園の方が施設の規模は大きくても、一人当たりの経費が少ないことがわかります。

一人当たり児童数経　費小学校名

１９万８０００円１９３人１９００万６千円湯沢小学校

１６万９０００円１５４人１０６２万６千円土樽小学校

１６万９０００円９０人１５２３万３千円神立小学校

３８万７０００円２９人１１２２万２千円三国小学校

７２万００００円１９人１３６８万３千円三俣小学校

１４万４０００円４８５人６９７７万円計

小学校

一人当たり園児数経　費保育園名

１１９万４０００円９１人１億８６２万６千円中央保育園

１７３万８０００円３６人６２５５万２千円湯沢保育園

１２７万４０００円７５人９５５８万４千円土樽保育園

１８１万３０００円３６人６５２６万６千円神立保育園

４１３万００００円６人２４７８万２千円浅貝保育園

１４６万２０００円２４４人３億５６８１万円計

保育園

※このほか小学校全体の管理費として４０２２万９千円が
支出されています。

※保育士の人件費を含みます。
※子育て支援センターにかかる経費は除いています。

Qこれからの財政状況はどのように予測されますか？
A税収の減少で厳しい財政運営が予想されます。

平成１８年度の税収は、４６億７０００万円でした。所得税から住民税への税源移譲のため、
平成１９年度も前年度並みとなる見込みです。しかし町税の８０％を占める固定資産税は、
３年ごとに行われる評価替えで確実に減少していきます。そのため税収の落ち幅も、３年後
ごとに大幅に落ちるかたちとなっていて、１０年後には平成１９年度よりも税収が９億円減
少すると見込まれています。これを単純に言えば、６０億６０００万円だった平成１９年度の当

初予算に対し、１０年後は５１億６０００万円の予算しか組めないということです。

H2 H３ H４ H５ H６ H７ H８ H９ H １０ H １１ H １２ H １３ H １４ H １５ H １６ H １７ H １８ H １９ H ２８H ２６H ２５H ２４H ２３H ２２H ２１H ２０

７０

3０

６０

５０

４０

（億円）

�
これからの税収の予測これまでの税収の実績

４３

５０
５２

５５
５８ ５７ ５７

６５ ６４
６２

５７ ５６ ５４
５１

４９
５１

４７ ４６ ４５
４３ ４２ ４１

３９ ３９ 39 ３７ ３７

H ２７
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１０月の定時支払は１２日で１０月の定時支払は１２日ですす。。　児童手当について児童手当について
６月分から９月分までの児童手当を、１０月１２日（金）に振り込みました。

児童手当とは … 児童手当とは、子どもとくらし、子どもを養い、守り育てる方
 の生活を安定させ、生活の質が高まるよう支援するため、子
 育てにかかる費用の一部を支給する制度です。

支給対象
小学校修了前の児童を養育している人
（ただし、所得による制限があります。）

支払について
児童手当は申請した翌月から、支給事由がなくなった月まで支給されます。毎
年２・６・１０月に、それぞれの前月分までが支払われます。

申請に必要なもの
印鑑、申請者の口座が分かる通帳、保険証のコピー（国民年金加入者は不
要です。）など。（公務員の方は勤務先で手続きしてください。）

届出が必要なとき
・出生等によって対象の児童が増えたとき
・受給者や対象の児童の住所が変わるとき
・離婚や死別などにより対象の児童を養育しなくなったとき
・受給者の加入年金が変更になったとき

【届出・問い合わせ】
町民課 子育て支援班　℡７８４－３４５３

児童手当の月額は？

�３歳以上の児童
　第１子 ・・・・・・・・・・・・・ ５,０００円
　第２子 ・・・・・・・・・・・・・ ５,０００円
　第３子以降 ・・・・・・ １０,０００円

�３歳未満の児童
　　　 ・・・・・ （一律）１０,０００円

★ここでいう「子」とは、１８歳になった
年度末までの「子ども」をいいます。
例えば子どもが三人いて、一人目が
１９歳、二人目が１１歳、三人目が９
歳の場合、二人目の子ども（１１歳）が
第１子で、三人目の子ども（９歳）が
第２子となります。（一人目の１９歳
の子どもは数えません。）
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た
場
合
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

今
回
湯
沢
町
教
育
委
員
会
は
、
情
報
連
携
訓
練
だ
け

の
参
加
に
な
り
ま
す
が
、
各
小
中
学
校
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
実
情
に
応
じ
た
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

【
日
時
】 
　

月　

日
（
火
）
午
後
２
時
か
ら

１０

１６

【
主
催
】 

新
潟
県
教
育
庁
、
新
潟
県
警
察
本
部
、
南
魚

 

沼
市
教
育
委
員
会
、
魚
沼
市
教
育
委
員
会
、

 

十
日
町
市
教
育
委
員
会
、
津
南
町
教
育
委
員

 

会
、
湯
沢
町
教
育
委
員
会

お
願
い

昨
今
、
学
校
や
通
学
路
で
、
子
ど
も
た
ち
が
被
害
者
と

な
る
事
件
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
そ
の
防
止
策
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
地
域
の
多
く
の
目

で
見
守
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
登
下
校

時
間
に
合
わ
せ
て
自
宅
の

近
く
に
立
っ
た
り
、
買
い

物
や
犬
の
散
歩
な
ど
を

行
っ
た
り
す
る
だ
け
で
、

犯
罪
防
止
の
効
果
は
あ
り

ま
す
。「
地
域
の
子
ど
も
は

地
域
で
守
る
」
を
合
言
葉

に
、
無
理
な
く
で
き
る
範

囲
で
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
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下記の要項により、入居者を募集します。

入居資格 �現に同居し、または同居しようとする親族がある人
 �湯沢町に住所または勤務先がある人
 �年間収入額が町で定める基準に該当する人
 �現に住宅に困窮している人

家　　賃 収入額により決定します。

提出書類 町営住宅入居申込書（地域整備課に備付）・住民票・
 所得証明書・その他必要な書類

申込受付 １０月１５日（月）～１０月３１日（水）
 （ただし土日は除く）
 受付時間は、午前８時３０分～午後５時までです。
 受付場所は、地域整備課維持管理班です。

選考方法 入居資格審査後に選考審査を行い、必要に
 応じて抽選会を行います。

※入居決定のあった日から１０日以内に、次の手続きが必要です。手続
きができない場合は、入居決定を取り消されることがありますので、
ご注意ください。

�町長が適当と認める連帯保証人が連署する請書を提出すること。
�納付期限までに敷金を納付すること。

【問い合わせ】地域整備課維持管理班　℡７８４－４８５２

湯沢町大字神立１３３２番地３所 在 地

１戸（世帯用）募集戸数

平成１４年築
高床式 木造２階建て
床面積８０.７７�
１階：和室６畳、台所６畳、
　　　トイレ、浴室
２階：和室６畳、洋室６畳、
　　　物干場
地下（ピロティー）

規 格 等

８０,０００円敷 金

２７,３００円～４５,２００円家賃月額

��������������������������������������
��������������������������������������
��������������������������������������
��������������������������������������
町営原新田住町営原新田住宅宅 入入居者募集のご案居者募集のご案内内

� �������������������������������������������������������������������������������������������

秋の全国交通安全運動

 交交通指導所が開設され通指導所が開設されまましたした
秋の全国交通安全運動が始まった９月２１日、湯沢町の国道１７号

線沿いで、交通指導所が開設されました。
交通指導所では、南魚沼警察署、交通関係団体の皆さんのほか１
日南魚沼警察署長の市島未希さん（ミス駒子）、１日交通課長のカー
ンさん（国際大学）も、通行中のドライバーに笑顔で啓発品を手渡
し、交通安全を呼びかけました。

高齢者交通事高齢者交通事故故 スローガン…「ひろげよう長寿社会へ無事故の輪」
　　　　防止運防止運動動 実 施 期 間…10 月 1 日（月）～ 11 月 30 日（金）までの2ヶ月間

 ポイント � 　対向車がいないときはライトを上向きにしてください
秋から冬に掛け夕暮れが早まります。夜間の対歩行者事故では、大半のドライバーの方が、ライト下向き（ロー
ビーム）で、事故の直前まで歩行者を発見できませんでした。１０月は午後４時３０分、１１月は午後４時を目安にライ
トを点灯し、対向車がいないときは、ライト上向き（ハイビーム）を基本にし歩行者の早期発見に努めましょう。

 ポイント � 　横断歩道をわたるときは安全を確認してください
新潟県で平成 18年に発生した高齢者の歩行中の交通死亡事故では 41人の方
が亡くなっています。道路横断中が 30人で最も多く、特にドライバーから見て、
右から左の横断時に多発しています。通り慣れた道や自宅周辺での事故が増えて
います。「慣れた道だから」、「車のとおりも少ないから」等と過信せず、歩行者は
横断歩道における左右の安全確認をしてください。また、運転者から目立つよう
に反射材を活用しましょう。
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湯
沢
に
は
、
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ

を
は
じ
め
、山
菜
・
き
の
こ
・
川
魚
な

ど
良
質
な
食
材
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

で
も
時
代
と
と
も
に
豊
富
な
食
材

を
使
っ
た
伝
統
的
な
魚
沼
料
理
を

食
べ
る
機
会
も
減
っ
て
き
て
し
ま
い

ま
し
た
。も
う
一
度
、
大
き
な
釜
を

使
い
、
薪
で
炊
い
た
新
米
の
コ
シ
ヒ
カ

リ
を
食
べ
て
み
た
い
。
サ
ツ
マ
イ
モ
の

つ
る
で
作
っ
た
キ
ン
ピ
ラ
や
ジ
ャ
ガ

イ
モ
の
煮
っ
転
が
し
を
食
べ
て
み
た

い
。
こ
ん
な
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
し
た
祭
り
が
し
て
み
た
い
。

こ
ん
な
こ
と
を
思
っ
て
始
め
た

「
こ
ら
っ
し
ゃ
い
湯
沢
・
収
穫
祭
」も
今

年
で
８
回
目
を
迎
え
ま
す
。 

ス
ロ
ー
フ
ー
ド
を
楽
し
む

魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
新
米
を
大

き
な
釜
に
入
れ
て
、
炊
き
上
げ
ま

す
。米
の
匂
い
と
、釜
の
底
に
で
き
る

お
こ
げ
が
格
別
で
す
。
こ
れ
を
お
に

ぎ
り
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
今
年
は
、上
杉
謙
信
・
景

勝
の
家
臣
と
し
て
活
躍
し
た
直
江

兼
続
を
テ
ー
マ
に
、「
献
参
焼
き
」を

新
商
品
と
し
て
販
売
し
ま
す
。「
献

参
焼
き
」
は
、
上
杉
軍
の
陣
中
食
と

言
わ
れ
、
焼
き
お
に
ぎ
り
に
シ
ョ
ウ

ガ
味
噌
を
塗
っ
て
、
味
噌
漬
け
と
一

緒
に
食
べ
ま
す
。
冷
め
た
ら
、
器
に

入
れ
て
、
熱
い
番
茶
を
か
け
て
お
茶

漬
け
に
し
ま
す
。「
義
」
と
「
愛
」
の

味
が
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。数
量

限
定
販
売
で
す
。
早
め
に
味
わ
っ
て

く
だ
さ
い
。

本
当
に
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
を
楽
し
む

た
め
、
使
う
食
材
を
自
分
た
ち
で

作
る
。
こ
ん
な
こ
だ
わ
り
で
始
め
た

祭
専
用
の
畑
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
、

５
月
の
連
休
明
け
か
ら
８
月
ま
で

収
穫
祭
用
の
農
作
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
来
年
は
、
祭
専
用
の
田
ん
ぼ
で

作
っ
た
も
ち
米
を
使
っ
た「
も
ち
」や

「
ぼ
た
も
ち
」
な
ん
て
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん�
。

こ
の
よ
う
に
祭
会
場
で
販
売
さ

れ
る
料
理
と
販
売
さ
れ
る
米
・
野

菜
・
き
の
こ
な
ど
は
、す
べ
て
地
元
の

食
材
を
使
っ
た
も
の
で
す
。「
ス
ロ
ー

フ
ー
ド
」
と
「
伝
統
の
味
」
が
テ
ー
マ

で
す
。
だ
か
ら
焼
き
そ
ば
・
フ
ラ
ン

ク
・
ク
レ
ー
プ
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。

環
境
に
こ
だ
わ
り

祭
会
場
で
使
っ
て
い
る
食
器
は
、

す
べ
て
リ
サ
イ
ク
ル
容
器
で
す
。
ゴ

ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
回
収
し
て
再
利

用
し
ま
す
。回
収
す
る
際
に
、
内
側

に
貼
ら
れ
て
い
る
フ
ィ
ル
ム
を
は
が

し
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
手
間
は
か
か
り

ま
す
が
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
割
り

箸
も
回
収
し
て
、
再
生
紙
の
原
料

と
し
て
利
用
し
ま
す
。
残
飯
は
、
微

生
物
を
使
っ
た
堆
肥
製
造
に
利
用

し
ま
す
。出
来
た
堆
肥
は
、
福
祉
工

場
の
畑
に
運
ば
れ
、
農
作
物
や
花
の

栽
培
に
使
わ
れ
ま
す
。

祭
会
場
で
は
、ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

以
外
の
場
所
に
ゴ
ミ
な
ど
を
捨
て

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
不
自
由
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、ご
協
力
く
だ
さ

い
。湯
沢
の
自
然
環
境
を
保
全
す
る

た
め
に
。

健
康
に
こ
だ
わ
り

「
祭
会
場
内
は
、
禁
煙
で
す
」
と
言

え
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
残
念
な
が

ら
「
分
煙
で
す
」。
祭
会
場
に
設
置

さ
れ
た
喫
煙
コ
ー
ナ
ー
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

喫
煙
者
の
中
に
は
、「
吸
う
、
吸

わ
な
い
は
個
人
の
自
由
だ
」
な
ど
と

い
う
人
も
い
ま
す
が
、
祭
会
場
の
よ

う
に
多
く
の
人
が
集
ま
る
場
所
で

の
喫
煙
で
、間
接
喫
煙
で
人
に
迷
惑

を
か
け
る
自
由
は
あ
り
ま
せ
ん
。ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

復
興
を
祈
り

３
年
前
の
収
穫
祭
か
ら
６
日
目
、

中
越
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
祭

り
の
ス
タ
ッ
フ
を
中
心
に
、
新
米
を

炊
く
た
め
に
用
意
し
た
道
具
を

持
っ
て
、
小
千
谷
市
へ
炊
き
出
し
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
翌
年
の
収
穫
祭

か
ら
は
、
募
金
箱
を
設
置
し
た
り
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
抽
選
会
を
行
い
、

リ
テ
ィ
ー
抽
選
会
を
行
い
、
収収

益
金
を
義
援
金
と
し
て
送
金
し

益
金
を
義
援
金
と
し
て
送
金
し
てて

き
ま
し
た
。

き
ま
し
た
。 

今
年
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
抽
選
会

を
ど
う
し
よ
う
か
と
考
え
て
い
る

矢
先
に
、
中
越
沖
地
震
が
発
生
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
年
も
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
抽
選
会
を
継
続
し
ま
す
。会

場
に
募
金
箱
も
設
置
し
ま
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。祭
会
場
に

自
分
の
箸
と
食
器
を
持
参
し
て
、飲

食
を
さ
れ
た
方
に
は
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
抽
選
券
を
１
枚
進
呈
し
ま

す
。
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
抽
選
会
の
１
等

商
品
は
、
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
新

米　
�
で
す
。

６０環
境
に
こ
だ
わ
り
、
健
康
に
こ

だ
わ
り
、
復
興
を
祈
り
な
が
ら

だ
わ
り
、
復
興
を
祈
り
な
が
ら
、、

ス
ロ
ー
フ
ー
ド
を
楽
し
む
大
人

ス
ロ
ー
フ
ー
ド
を
楽
し
む
大
人
のの

お
祭
り

お
祭
り
にに
「「
こ
ら
っ
し
ゃ
い

こ
ら
っ
し
ゃ
い
」」

〜
環
境
に
こ
だ
わ
り
、健
康
に
こ
だ
わ
り
、復
興
を
祈
り
な
が
ら
、

ス
ロ
ー
フ
ー
ド
を
楽
し
む
大
人
の
お
祭
り
〜

こ
ら
っ
し
ゃ
い
湯
沢
・
収
穫

こ
ら
っ
し
ゃ
い
湯
沢
・
収
穫
祭祭 

　

月　

日
（
日
）、
湯
沢
中
央
公
園
を
会
場
に
、「
こ
ら
っ
し
ゃ
い
湯
沢
・

１０

２１

収
穫
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
ら
っ
し
ゃ
い
湯
沢
実
行
委
員
会
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
、
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
や
コ
ン
セ
プ
ト
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こらっしゃい湯沢・収穫こらっしゃい湯沢・収穫祭祭
�期日：10月 21 日（日）
�会場：湯沢中央公園（湯沢カルチャーセンター前）
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平
成　

年　

月　

日
に
発
生

１６

１０

２３

し
た
中
越
大
震
災
で
は
多
大
な

ご
支
援
を
賜
り
あ
ら
た
め
て
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
お
か
げ

さ
ま
で
住
民
の
住
宅
再
建
も
進

み
平
成　

年
の
正
月
を
山
古
志

２０

で
迎
え
る
こ
と
が
出
来
る
ま
で
に

な
り
ま
し
た
。
今
後
は
震
災
前
の

山
古
志
に
も
増
し
て
訪
れ
る
方

が
安
ら
ぎ
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う

な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
努
力

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
何
卒
変
わ

ら
ぬ
ご
厚
誼
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
末
筆
な

が
ら
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸

を
お
祈
り
し
、
書
中
を
も
っ
て
お

礼
か
た
が
た
ご
挨
拶
申
し
上
げ

ま
す
。

〜
山
古
志
住
民
会
議
・
旧
山
古

志
村
民
の
皆
様
よ
り
〜

去
る
７
月　

日
に
当
地
を
襲
っ

１６

た
震
度
６
強
の
新
潟
県
中
越
沖

地
震
か
ら
２
か
月
が
経
過
し
、混

迷
の
中
に
も
市
民
生
活
は
よ
う

や
く
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
間
、
貴
町
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
特
に
水
道
復
旧

に
関
し
て
当
方
の
応
援
要
請
に
い

ち
早
く
応
え
て
い
た
だ
き
、給
水
、

復
旧
等
の
作
業
に
当
た
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
応
援
隊
の
皆
様
が

早
朝
か
ら
深
夜
ま
で
懸
命
に
作

業
に
取
り
組
む
姿
に
、
多
く
の
市

民
は
励
ま
さ
れ
、勇
気
づ
け
ら
れ
、

希
望
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。市
民

一
同
、
こ
こ
ろ
か
ら
感
謝
の
意
を

表
し
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〜
柏
崎
市
長

会
田
洋
様
よ
り
〜

�

�

�

�

���������������������������������������������

���������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

中
越
地
震
・
中
越
沖
地
震

被
災
地
か
ら
の
礼
状
を
紹
介
し
ま
す

平
成　

年　

月
に
発
生
し
た
中
越
地
震
か
ら
３
年
、
ま
た
今
年
７
月
に

１６

１０

発
生
し
た
中
越
沖
地
震
か
ら
３
か
月
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
節
目
の
時
期
を
前
に
し
た
先
月
、
そ
れ
ぞ
れ
の
被
災
地
で
あ
る
柏
崎
市

と
旧
山
古
志
村
か
ら
湯
沢
町
へ
礼
状
が
届
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
災
害
の
発
生
直
後
よ
り
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
、
被
災
地

に
対
す
る
復
旧
と
復
興
の
支
援
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。届
い
た
礼

状
に
つ
い
て
、
こ
こ
に
一
部
要
旨
抜
粋
を
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

今年も楽しく熱い町民運動会となりました。（湯沢地区大運動会での開会式）

秋
空
の
下
で
楽
し
く
熱
く

町
民
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し

町
民
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
たた

９
月　

日
と　

日
、
湯
沢
地
区
、
神
立
地
区
そ
し
て
土

２２

２３

樽
地
区
で
町
民
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
神
立
地
区

の
運
動
会
は　

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
く
も

２３

り
空
で
運
動
を
す
る
に
は
絶
好
の
気
温
で
し
た
。
一
方
、

湯
沢
地
区
と
土
樽
地
区
で
は
、
前
日
の　

日
に
行
わ
れ
、

２２

晴
天
な
が
ら
季
節
外
れ
の
真
夏
日
で
の
開
催
と
な
り
、

ま
さ
し
く
熱
い
運
動
会
で
し
た
。
２
年
連
続
の
開
催
と

な
っ
た
今
年
も
、
定
番
の
種
目
に
熱
い
応
援
が
繰
り
広

げ
ら
れ
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
爽
や
か
な
汗
と
と
も
に

楽
し
い
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

坂本冬美さんが歌う「雪国～駒子その愛～」大ヒット記念

全国縦断カラオケ大全国縦断カラオケ大会会 決決勝大会が開催されま勝大会が開催されますす
坂本冬美さんが歌う「雪国～駒子その愛～」の大ヒットを記念して、全国縦断
カラオケ大会が開催されています。この決勝大会が、歌の舞台である湯沢町で
坂本冬美さんをお迎えして行われます。全国５つの地区から勝ち上がった計１５
人が、課題曲「雪国～駒子その愛～」を歌い「駒子」を演じます。
女性限定の華やかなこの大会。「こらっしゃい湯沢・収穫祭」とあわせ、ぜひ
ご覧になってください。坂本冬美さんのオンステージもあります。

日 時 １ ０月２ １日（日） ・ 午後１ ２時３ ０分～
 　午後２時・・・・・・・・・・坂本冬美さんオンステージ
 　午後２時３ ０分・・・カラオケ大会結果発表
会 場 湯沢カルチャーセンター アリーナ
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（時間は予定です）
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高齢者インフルエンザ予防接種につい高齢者インフルエンザ予防接種についてて

満６５歳以上の方を対象に、医療機関でインフルエンザ予防接種が受けられる「平成
１９年度インフルエンザ予防接種予診票兼接種券」を送ります。説明をよく読んで内容
を理解された上で、次の期間内に接種を受けてください。
なお、接種は義務ではなく、あくまでも希望される方が対象となります。

接種期間 平成１９年１０月１日～平成２０年３月３１日
自己負担金 １,０５０円

ご注意 インフルエンザ予防接種予診票兼接種券は医療給付券であることから、 誤って
２回以上の接種をしないために、紛失されても再発行はしません。

湯沢町保健医療センターでインフルエンザ予防接種を実施しま湯沢町保健医療センターでインフルエンザ予防接種を実施しますす

実施期間と受付時間は次のとおりです。なお土曜日は混雑が予想されますので、予
めご了承ください。

実施期間　　１０月２２日（月）～１２月１５日（土）の日曜祝日を除く毎日
受付時間　　月曜日～金曜日　午後３時１５分～１４時３０分
　　　　　　　　　　土曜日　午前９時１５分～１１時００分

※ 満６５歳未満の方は、自費による任意接種となります。（２,１００円）
※ 満６５歳以上の方は、保健センターから配布される予防接種予診票兼接種券をお持ちくだい。
※ 小学生以下は２回接種となります。１回目の接種は１２月８日（土）が最終です。

【問い合わせ】保健センター　℡７８４－３１４９　　湯沢町保健医療センター　℡７８０－６５４３

インフルエンザ予防接種のご案インフルエンザ予防接種のご案内内

～インフルエンザ ひとくちメモ～
インフルエンザは、例年、冬場１月から３月ころにかけて流行しています。普通のかぜとは異なり、特に高

齢者や乳幼児は重症化すると後遺症を残す危険性があるなど重篤な病気です。まずは予防が大切です。（予防
効果が証明されています。）予防効果が得られるまでに２週間程度の期間がかかりますので、流行期の前の体
調の良い時期に予防接種を受けましょう。かかりつけ医師がいる方は、医師と相談しながら受けてください。
あわせて日ごろの体力づくりが大切です。十分な栄養・休養・運動に心がけ、外出後や食前などは石けん
を使った手洗いやうがいを行ってください。また、３９度以上の急激な発熱や全身の関節痛など症状がでたら
早めの受診が大切です。

健
康
福
祉
課
よ
り
お
知
ら

健
康
福
祉
課
よ
り
お
知
ら
せせ

湯
沢
町
大
字
土
樽
中
子
地
区
に
、（
福
）
苗
場
福
祉

会
に
よ
る
老
人
介
護
施
設
の
建
設
が
始
ま
り
ま
し
た
。

開
設
は
平
成　

年
４
月
の
予
定
で
、
完
成
後
は
在
宅

２０

生
活
継
続
支
援
型
の
ケ
ア
を
行
う
地
域
に
密
着
し
た

施
設
と
し
て
、
湯
沢
町
民
が
主
に
利
用
で
き
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

な
お
施
設
の
内
容
や
申
込
み
時
期
な
ど
、
詳
細
に

つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

社
会
福
祉
法
人　

苗
場
福
祉
会　

法
人
本
部

（
中
魚
沼
郡
津
南
町
大
字
芦
ヶ
崎
乙
３
１
７
‐
１
）

℡
０
２
５
・
７
６
５
・
３
５
０
０
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施設完成予施設完成予想想 【施設の概要【施設の概要】】
場所：湯沢町大字土樽１５１－１１場所：湯沢町大字土樽１５１－１１６６
１階：小規模多機能居宅介１階：小規模多機能居宅介護護

（定員） 登録定員２５　　　（定員） 登録定員 ２５名名
通い１５  通い １５名名
泊り ９  泊り ９名名

２階：認知症対応型共同生活介２階：認知症対応型共同生活介護護
（グループホーム　　　（グループホーム））
（定員）２ユニット１８　　　（定員） ２ユニット １８名名
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赤ちゃ赤ちゃんん すすくすくフェアくすくフェアーー
今年の健康づくり週間では、“こころのふれあい”をメインコンセプトに、赤ちゃんとおうちの人が一緒に楽しめる事業を企画し

ました。ぜひお友達を誘って参加ください。

日 時 １ ０月２ ８日� 午前１ ０時～１ １時３ ０分

会 場 湯沢町総合福祉センター　２階

対 象 年齢 0歳～ 1歳半の赤ちゃん

参加費 （１家族につき）300 円 …… 参加者にステキなプレゼント付き！

内 容 ●赤ちゃんとのふれあい遊び ●おやつの試食
 ●いっぽん橋こちょこちょ ●ぶらんこ ●身長・体重測定など

【申込み・問い合わせ】湯沢町保健センター　℡７８４－３１４９

タバコやアルコールについて標語・ポスター募タバコやアルコールについて標語・ポスター募集集
子どもたちをタバコやアルコールの害から守らなくてはならないことなどが、わかりやすく描か

れた標語やポスターの募集を週間内随時、受け付けます。湯沢町ファミリー健康プラン推進
委員会委員により、優秀作品を選考します。

応　募 郵便・FAXなど提出方法は問いません。提出時に住所・氏名・年齢・電
 話番号を明記ください。

選　考 湯沢町ファミリー健康プラン推進委員会委員により優秀作品を選考します。

発　表 優秀作品は広報ゆざわに掲載し、町内に掲示します。

提出先 湯沢町保健センター　℡７８４－３１４９

健康づくりミニ情健康づくりミニ情報報
●「今のうち　予防が大事　メタボ退治！」 ～厚生労働省全国統一標語～

10月は食生活改善普及月間です。いきいき元気に過ごすためには食事・運動・休養の３つのバランスが大切です。湯沢町
でも、「一食に、主食・主菜１つ・副菜２つ・汁ものをそろえて食べましょう」を合言葉に毎日食べる食事の基本について、普
及活動を行っています。さて皆さんの毎日の食卓はいかがでしょうか。

●「健康にいがた２１ホームページ」が配信されています。

健康づくりの情報発信基地として「健康にいがた２１ホームページ」が新潟県より配信されています。健康づくりを楽しく、気
持ちよく、実践するために必要なメタボリックシンドローム、運動、食事、たばこ、こころ、歯、がんなどに関する情報、禁煙・分
煙宣言施設登録をしている施設なども掲載されています。
情報満載なこのページにぜひアクセスしてみてください。　������������	
���


�����������

お
父
さ
ん
の

参
加　

大
歓
迎

健康ほっと情報 第第２２ ８回８回 湯湯沢町健康づくり週沢町健康づくり週間間
１ ０月２ ２日 ( 月 ) ～１ ０月２ ８日 ( 日 ) は、湯沢町健康づくり週間です。

保健センターでは、湯沢町ファミリー健康プランのメインテーマ「自然を大事に人にやさしいふれあいのある元
気な町」を掲げ、町民の皆さんとともに歩む、元気な町づくりを推進しています。町民の皆さまに、ご自身のからだ
やこころについて関心をもっていただく週間として設定しています。

主食
（ごはん） 主菜

副菜（お惣菜）

副菜（おひたし類・生野菜）
汁もの

具だくさんで１日１回

パン・めん類
煮豆・かぼちゃ煮
いもの煮ころがし
なども仲間�

肉・魚・卵
とうふ・大豆製品の

おかず
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体験工房「大源太」でみそ作りをしてみませんか

期 間 平成２０年４月（半日で終わります）

料 金 みその最小量４０�で１４,５００円位（大豆持込）
 ・材料費の時価により多少の増減があります。
 ・機械使用料、米麹料、天日塩料は含みます。
 ・大豆を希望する場合は、別途料金がかかります。

会 場 体験工房「大源太」にて

 ※準備の都合上、１１月６日（火）午後４時までに関心のある方は、ご連絡ください。お待ちしています。

【問い合わせ】　体験工房「大源太」　℡７８７－１１２１
� �������������������������������������������������������������������������������������������

だ い げ ん た

からのお知らせ

９
月　

日
の
３
歳
児
健
診
で
む

２１

し
歯
ゼ
ロ
だ
っ
た
お
友
達
を
紹
介

し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
歯
を
大
切

に
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

（　

）
は
町
内
で
す
。

冨
沢　
 
壮
永 
さ
ん

そ
う
え
い

鈴
木　

み
さ
の
さ
ん

多
田　
 
百
花 
さ
ん

も
も
か

富
沢　
 
美
海 
さ
ん

み

う

半
沢　
 
瞬
紗 
さ
ん

し
ゅ
ん
さ

高
橋　
 
陽
菜
乃 
さ
ん

ひ

な

の

本
間　
 
大
将 
さ
ん

ひ
ろ
ま
さ

剣
持　
 
竜
馬 
さ
ん

り
ょ
う
ま

井
口　
 
太
道 
さ
ん

た
い
ち

関　
 
桃
花 
さ
ん

も
も
か

山
崎　
 
圭
璃 
さ
ん

け
い
り

む
し
歯
ゼ
ロ
の

お
友
達
で
す

� �������������������������������������������������������������������������������������������

湯沢消防署から湯沢消防署からののお知らせお知らせ （第３６回） 湯沢消防署
℡７８４－３３７７

鳥インフルエンザは日本でも養鶏場等で発生しご存知だと思いま
す。新型インフルエンザとは、鳥インフルエンザウイルスが鶏や人へ

の感染を繰り返す中で、人から人への強い感染力を持つように変異して出現するものです。
２００７年に入り鳥インフルエンザがアジアを中心に広範囲で流行し、各地で感染者・死者が発生し新型
の出現が危惧されています。専門家の間では、新型の発生は時間の問題と考えられています。仮に世界各
地で流行しているH5N1 型強毒性鳥インフルエンザが新型として大流行した場合は、１９１８年に世界で
５０００万～ 1億人、国内でも４５万人の被害を出した弱毒性のスペイン・インフルエンザ以上の被害をもた
らす可能性もあります。

新型インフルエンザについて

新型インフルエンザに対する備え…

・新型インフルエンザに対する理解こそ、最も必要な備えです。
・ワクチン・タミフルは、今のところ全国民に行き渡る量が確保されていません。
・病院は患者が殺到し、あてに出来なくなる可能性があります。
・新型が発生したときは、外出を控えることが最も重要です。
・そのための備えとして、食料品・日用品・医薬品の備蓄が必要です。

※万が一、新型インフルエンザが国内に侵入すれば、一気に広がる可能性があります。自分と家族の身を守る
ためには、正確な情報を得る必要があります。国立感染症研究所の岡田晴恵先生が、「パンデミック・フルー
新型インフルエンザＸデーハンドブック」をウェブ上で公開しています。参考としてください。
アドレス　…　����������	
���
�
�������������
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湯沢町公民館
〒９４９－６１０１ 湯沢町大字湯沢２８２２番地
℡：０２５-７８４-２４６０　　�：０２５-７８４-３７３７
E-mail：kouminkan@town.yuzawa.lg.jp

「ゆきぐに」 湯沢町公民館のペー「ゆきぐに」　湯沢町公民館のページジ

みんなで音楽を楽しむ

ふれあいコンサーふれあいコンサートト
●音楽を愛する地元の皆さんが集まった

手づくりのコンサートです

日 時 10 月 14 日（日） 本日開催 
開場♪午後 12時 30 分 開演♪午後 1時

会 場 湯沢町公民館　入場無料
【主催】湯沢町公民館・ふれいあいコンサート実行委員

演奏内演奏内容容
ピアノ演ピアノ演奏奏・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・ 「日本の四季いきいきメドレー」「日本の四季いきいきメドレー」
歌とリズ歌とリズムム・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 「アルプス一万尺」「茶つみ」「アルプス一万尺」「茶つみ」
カンツォーカンツォーネネ・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・ 「ラ・ノビア」ほか「ラ・ノビア」ほか
ハーモニカ演ハーモニカ演奏奏・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・ 「里の秋」ほか「里の秋」ほか
コーラコーラスス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 「雪国エレジー」ほか「雪国エレジー」ほか
木管・金管アンサンブル演木管・金管アンサンブル演奏奏
和太和太鼓鼓・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 「雪おろし太鼓」「うかれ」「雪おろし太鼓」「うかれ」
コカリナキッズ演コカリナキッズ演奏奏・・・・・・・ ・・・・・・・ 「「パイレーツ・オブ・カリビアンパイレーツ・オブ・カリビアン」」ほかほか
コカリナ演コカリナ演奏奏・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・ 「千の風になって」ほか「千の風になって」ほか

日本童画の父 川上四郎記日本童画の父　川上四郎記念念

第第１１２２回回 越越後湯沢全国童画後湯沢全国童画展展
作品募集要作品募集要項項

作作　　品品 作品は未発表のものに限ります。画材は問いません。額装不要 。

応募資応募資格格 １人２点まで。高校生以上。

ササ イイ ズズ Ｆ１０号サイズ（５３.０cm×４５.５cm）に限ります。

出出 品品 料料 １点につき２,０００円。２点の場合は３,０００円。

納付方納付方法法 ・郵便局備え付け青色振込用紙にて、下記の湯沢町公民館宛に振
 り込んでください。
 ・受領証（コピー可）は出品票に添付することになりますので、
 なくさないようにご注意ください。
 （郵便振替）口座記号番号 ００５２０－６－４０４５０　湯沢町公民館

応募締応募締切切 平成２０年１月２０日（当日消印有効）

発発　　表表 平成２０年２月中旬  応募者に直接通知します。

表表　　彰彰 ●大賞・・・・・・・・・・・１点　賞金 ３０万円（買上賞） ●奨励賞・・・・・・・・・５点 賞金５万円（買上賞）
 ●最優秀賞・・・・・１点　賞金 ２０万円（買上賞） ●佳作・・・・・・・・・・１０点 賞金２万円（買上賞）
 ●優秀賞・・・・・・・・１点　賞金１０万円（買上賞） ●入選・・・・・・・・・・５０点 入選証

審査委審査委員員 小野かおる（絵本作家・東京造形大学名誉教授）
 豊口　　協（長岡造形大学理事長）
 村山　　陽（挿絵画家）

応募方応募方法法 ・規定外のサイズでの応募については、審査対象にしません。
 ・出品票に所定の事項を記入し、郵便局払込用紙の受領証（コピー可）を添付のうえ、作品の裏（右下スミ）
 に貼って下さい。出品票は、コピーまたは、同サイズの用紙使用可能です。
 ・作品の輸送にあたっては、折り目をつけないようまた、まるめないよう包装には十分注意して下さい。
 ・輸送中の事故、破損については、一切その責任を負いません。

【作品の応募・問い合わせ】湯沢町公民館（越後湯沢全国童画展事務局）　℡７８４－２４６０
※応募要項（出品票）は、湯沢町公民館にて配布しています。

第１１回大賞　「うれしい日」
尾崎要（京都府）

作品展…
平成２０年３月１日（土）～１０日（月）



（18）広報ゆざわ　H１９．１０．１４

「ゆきぐに」 湯沢町公民館のペー「ゆきぐに」　湯沢町公民館のページジ

平
成　

年
度

湯
沢
町
総
合
文
化
祭
の
ご
案
内

１９

平
成　

年
度

湯
沢
町
総
合
文
化
祭
の
ご
案
内

１９

～ エッセンシャルオイル の優しい香りに包まれ、心も身体も癒す～

アロマセラピーカルチャー講アロマセラピーカルチャー講座座

①内 容 暮らしに楽しくアロマセラピー（香りの癒し）を取り入れる方法を学び、
 手浴の体験や好きな香りでスプレーを作る

② 日 時 １１／ 7（水）･ 11 ／ 21（水）･ 12 ／ 5（水）
 いずれも午後２時～３時３０分

③ 会 場 湯沢町公民館　３階会議室（1）

④ 対 象 湯沢町に在住または在勤している成人

⑤ 定 員 １５名程度

⑥ 受講料 ３回分１,０００円　ほか、材料費（３回分１,５００円程度）
 ＊受講料等は、当日徴収します。
 ＊洗面器（両手が浸るくらいの大きさ）、ハンドタオル、筆記用具を用意してください。

⑦ 講 師 公認アロマセラピスト　上村 美幸さん

申込方法
　　� 湯沢町公民館窓口に直接申し込む ＊申込締切　　 10 月 23 日（火）午後 5時まで 
　　� 電話で申し込む ＊問い合わせ　湯沢町公民館　℡ 784 ー 2460（担当 山崎）
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作品展示
日　　時 １１月 １日（木）・２日（金） 午前９時～午後８時
  ３日 （土・文化の日）午前９時～午後４時
会　　場 湯沢町公民館
部　　門 書道・絵画・写真・生花・陶芸・手工芸・彫金・他
出品方法 １０月２１日（日）までに出品目録を公民館に提出してください。

町民茶会
日　　時 １１月３日（土・文化の日）午前１０時～午後３時
会　　場 湯沢町公民館　１階和室
茶　　券 ３００円（当日のみ）　※茶券は当日公民館窓口にて販売します。

歴史民俗資料館「雪国館」
１１月３日（土・文化の日）午前９時～午後４時３０分まで雪国館を 無料開放 しています。
「湯沢町の昔話」・・・・�午前１０時３０分～　�午後２時～
 「萱付のむじな」、「四十八滝の大蛇」など湯沢町に伝わる昔話を、
 添名の南雲俊治郎さんにお話していただきます。

文化祭協賛事業
� スポーリア湯沢「関口コオ　きり絵美術館」・・・・・・・１ １月３ ３日（土・文化の日）入場無料
� 雪国の宿　高半「かすみの間」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ １月３ ３日（土・文化の日）入場無料
� 湯沢町錦秋会　菊花展（越後湯沢駅構内）・・・・・・・・・・１ ０月２ ８日～１ 1 月１ 1 日開催

芸能発表会
日　　時 １１月１１日（日）　開場：午後１２時３０分　開演：午後１時
会　　場 湯沢町公民館　２階ホール
主　　催 湯沢町芸能協会・湯沢町公民館

体験コーナーは無料です
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5年女5年女子子
走り幅跳走り幅跳びび

5年女5年女子子
11 0 00 0 ｍｍ

5年女5年女子子
88 0 0 ｍｍ
ハードハードルル

5年男5年男子子
11,,550000 ｍｍ

記録町内学校氏名順位

３ｍ２２ｃｍ上中湯沢渡辺　祐希1

２ｍ７９ｃｍ一之町湯沢本田　望樹2

２ｍ７４ｃｍ土樽土樽�井　真希3

２ｍ７２ｃｍ原土樽今村　陶子4

２ｍ６７ｃｍ一之町湯沢�橋　絵梨5

２ｍ６３ｃｍ栄町神立南雲のどか6

記録町内学校氏名順位

０'１５"６中子土樽森下まいか1

０'１５"９一之町湯沢関谷　祐那2

０'１６"０栄町神立杉本　夏海3

０'１６"４二居三国生方史緒里4

０'１６"４栄町神立樋口　麻美4

０'１６"５谷後土樽小野塚咲里6

5 年女5年女子子
走り高跳走り高跳びび

記録町内学校氏名順位

１ｍ０９ｃｍ原新田神立南雲　美優1

１ｍ０６ｃｍ栄町神立樋口　麻美2

１ｍ０３ｃｍ滝沢湯沢宮�　寛子3

１ｍ００ｃｍ下熊野湯沢山岸　靖奈4

０ｍ９７ｃｍ堰場神立林　　昌美5

０ｍ９７ｃｍ堰場神立今村　瑠希5

記録町内学校氏名順位

０'１４"９栄町神立杉本　夏海1

０'１５"５上中湯沢渡辺　祐希2

０'１７"０浅貝三国若月　美優3

０'１７"２下熊野湯沢山岸　靖奈4

０'１７"５松川土樽半沢　愛美5

０'１８"０旭原土樽�橋つかさ6

記録町内学校氏名順位

２'５５"５浅貝三国若月　美優1

２'５６"０石白湯沢杉井美智子2

２'５９"５栄町神立小沢ほのか3

３'０８"８松川土樽半沢　愛美4

３'１１"６二居三国生方史緒里5

３'１５"８駅通湯沢森本　里佳6

5 年女5年女子子
88 0 00 0 ｍｍ

記録町内学校氏名順位

３ｍ７６ｃｍ栄町神立吉川　大貴1

３ｍ７５ｃｍ田中神立南雲　　元2

３ｍ５５ｃｍ堰場神立笛田　元希3

３ｍ５３ｃｍ布場湯沢岸野　一樹4

３ｍ５２ｃｍ石白湯沢深井　　昂5

３ｍ４７ｃｍ愛宕湯沢�橋　壮太6

記録町内学校氏名順位

０'１５"３布場湯沢岸野　一樹1

０'１５"７平沢神立�橋　　怜2

０'１５"７愛宕湯沢�橋　壮太2

０'１６"１石白湯沢深井　　昂4

０'１６"７谷地湯沢南雲　　諒5

０'１６"８一之町神立田村　大樹6

記録町内学校氏名順位

１ｍ１５ｃｍ中子土樽�橋　龍也1

１ｍ０９ｃｍ滝沢湯沢山田　涼太2

１ｍ００ｃｍ田中神立石塚　寛人3

記録町内学校氏名順位

０'１６"９堰場神立笛田　元希1

０'１７"７田中神立南雲　　謙2

０'１７"９古野二土樽角屋　海斗3

０'１８"２中子土樽�橋　龍也4

０'１９"４栄町神立�橋　尚義5

記録町内学校氏名順位

５'３４"３上中湯沢阿部　正太1

６'０５"３滝ノ又土樽�谷　　超2

６'０５"６栄町神立吉川　大貴3

６'０７"２上中湯沢北原　　魁4

６'１２"６中子土樽寺口　涼太5

６'３４"８上中湯沢小野塚翔也6

5 年男5年男子子
走り幅跳走り幅跳びび

5年男5年男子子
11 0 00 0 ｍｍ

5年男5年男子子
88 0 0 ｍｍ
ハードハードルル

5年男5年男子子
走り高跳走り高跳びび

平成１９年度 湯沢町 小学校親善陸上大会
平成１９年度湯沢町小学校親善陸上大会が、９月２７日（木）に湯沢中学校にて開催されました。

★

★大会新記録



（21）

「ゆきぐに」 湯沢町公民館のペー「ゆきぐに」　湯沢町公民館のページジ

6年女6年女子子
走り幅跳走り幅跳びび

6年女6年女子子
11 0 00 0 ｍｍ

6年女6年女子子
88 0 0 ｍｍ
ハードハードルル

6年男6年男子子
11,,550000 ｍｍ

記録町内学校氏名順位

３ｍ５０ｃｍ浅貝三国藤川　早紀1

３ｍ４９ｃｍ石白湯沢韮澤美紀子2

３ｍ３２ｃｍ原土樽南雲　真紀3

３ｍ２３ｃｍ上中湯沢�橋里衣奈4

３ｍ１９ｃｍ平沢神立白井瑠衣奈5

２ｍ９０ｃｍ松川土樽高埜　詩穂6

記録町内学校氏名順位

０'１５"３石白湯沢長谷川侑香1

０'１５"３原土樽南雲　真紀1

０'１５"５土樽土樽南雲　千奈3

０'１５"８浅貝三国藤川　早紀4

０'１６"３諏訪湯沢廣瀬　文音5

０'１６"５石白湯沢�橋ひかる6

6 年女6年女子子
走り高跳走り高跳びび

記録町内学校氏名順位

１ｍ２１ｃｍ諏訪湯沢廣瀬　文音1

１ｍ１５ｃｍ小坂土樽南雲麻里沙2

１ｍ１２ｃｍ石白湯沢�橋ひかる3

１ｍ１２ｃｍ中子土樽田辺　英里4

１ｍ００ｃｍ楽町湯沢�橋万由子5

１ｍ００ｃｍ上中湯沢角谷　実優5

１ｍ００ｃｍ添名土樽牛木明日香5

記録町内学校氏名順位

０'１５"０石白湯沢長谷川侑香1

０'１６"６栄町土樽剣持つぐみ2

０'１８"６谷後土樽小野塚　葵3

０'１８"９小坂土樽南雲麻里沙4

０'１９"６添名土樽牛木　美幸5

０'１９"７添名土樽河村夏菜子6

０'１９"７中子土樽林　沙也花6

記録町内学校氏名順位

２'５２"２布場湯沢田村　汐里1

２'５３"１土樽土樽南雲　千奈2

３'０８"１栄町土樽剣持つぐみ3

３'１６"５平沢神立白井瑠衣菜4

３'３０"９浅貝三国小野向日葵5

３'４２"６浅貝三国岩朝　恵美6

6 年女6年女子子
88 0 00 0 ｍｍ

記録町内学校氏名順位

４ｍ４５ｃｍ谷地湯沢佐藤　雅士1

３ｍ７２ｃｍ幅下湯沢種村　直斗2

３ｍ７０ｃｍ滝ノ又土樽南雲　　透3

３ｍ６１ｃｍ三俣１三俣和田　　奨4

３ｍ４２ｃｍ下中湯沢吉田　隼也5

３ｍ４０ｃｍ三俣２三俣�橋　　護6

記録町内学校氏名順位

０'１４"２谷地湯沢佐藤　雅士1

０'１５"２浅貝三国藤川　拓郎2

０'１５"８浅貝三国山田　岳人3

０'１６"０愛宕湯沢関口　　真4

０'１６"０諏訪湯沢林　　英彦4

０'１６"１二居三国富沢　泰雅6

記録町内学校氏名順位

１ｍ２４ｃｍ原新田神立角谷　　謙1

１ｍ２１ｃｍ浅貝三国藤川　拓郎2

１ｍ１５ｃｍ諏訪湯沢林　　英彦3

１ｍ１２ｃｍ愛宕湯沢関口　　真4

記録町内学校氏名順位

０'１４"１原新田神立角谷　　謙1

０'１６"５二居三国富沢　泰雅2

０'１７"７原新田神立井熊　純平3

０'１７"７土樽土樽釼持　湧暉３

０'１８"５堰場神立矢島　斗夢5

記録町内学校氏名順位

５'２３"４下熊野湯沢�口　右京1

５'２５"２滝ノ又土樽南雲　　透2

６'１２"９土樽土樽釼持　湧暉3

６'３４"３堰場神立矢島　斗夢4

６'３５"５三俣１三俣和田　　奨5

６'５２"３中里土樽大塚　　優6

6 年男6年男子子
走り幅跳走り幅跳びび

6年男6年男子子
11 0 00 0 ｍｍ

6年男6年男子子
88 0 0 ｍｍ
ハードハードルル

6年男6年男子子
走り高跳走り高跳びび

女女 子子
44××

11 0 00 0 ｍｍ
リレリレーー

記録チーム名順位

１'０２"７湯沢小学校 Ａチーム1

１'０３"５土樽小学校 Ａチーム2

１'０５"１神立小学校 Ａチーム3

１'０５"６三国小学校 Ａチーム4

１'０７"１湯沢小学校 Ｂチーム5

１'０８"９土樽小学校 Ｂチーム6

男男 子子
44××

11 0 00 0 ｍｍ
リレリレーー

記録チーム名順位

１'００"９湯沢小学校 Ａチーム1

１'０２"９神立小学校 Ａチーム2

１'０３"５湯沢小学校 Ｂチーム3

１'０７"１三国小学校4

１'０７"６土樽小学校 Ａチーム5

１'０９"０土樽小学校 Ｂチーム6

湯
沢
小
学
校

A
チ
ー
ム

湯
沢
小
学
校

A
チ
ー
ム
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対 象 対　　象 
�湯沢町に住民登録がある小学生、中学生
�湯沢町に住民登録がある１９歳未満の高校生
（専門学校等の学生については、親の扶養に属する者を含みま
す。）

�湯沢町に住民登録がある６０歳以上の者（申込時点）
�小・中学生乗車証購入者の保護者
（保護者は両親に限ります。）
�湯沢町に住民登録をして 1年以上経過している町民

利用期間 利用期間 
平成１９年１２月１日（土）から平成２０年４月６日（日）まで

発行代金 発行代金 
�小・中学生 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 人 15,000 円
（うち、湯沢町が５,０００円助成します。

個人負担は１０,０００円となります。）

　ただし第３子以降（同一家族３人以上の申込みの場合）
�小・中学生 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １人 17,500 円
（うち、湯沢町が２,５００円助成します。

個人負担は５,０００円となります。）

�１９歳未満の高校生、６０歳以上の者 ・・・・ 1 人 15,000 円

�保護者（両親に限る） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 25,000 円
（ただし１家族２人の場合、２人目は１５,０００円とします。）

�一般町民 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １人 45,000 円

申込締切 申込締切 
�１次締切　１１月１５日（木）…【１１月２２日（木）～発行】
�２次締切　１１月３０日（金）…【１２月１７日（金）～発行】
�３次締切　１２月１４日（金）…【１１月２１日（金）～発行】
　※これ以降の申込は、随時発行します。

申込方法 申込方法 
�申込締切日まで湯沢町公民館にある申込書に必要事
項を記入・捺印の上、６か月以内に撮影した写真を１
枚（縦４.５�×横３.５�の縁なしで、正面肩口から上、無帽、無
背景の証明写真とします。）を添えて、お申込みください。

�一般町民の方は住民票も添えて、お申込みください。

引換時間 引換時間 
�午前９時～午後５時（代金と引換えに発行）
ただし、土・日曜日、祝祭日、１２月２９日～１月３日
は引換えできません。

�引換えの際に、身分証明書（運転免許証・学生証等）を
提示していただきます。

引換場所 引換場所 
湯沢町公民館

注意事項 注意事項 
�乗車証は、本人以外使用できません。

�不正使用、またはスキー場管理者の指示に従わない
場合は乗車証を没収し、以後の発行はしません。また、
発行代金の返納はしません。

�資格喪失の場合には速やかに乗車証を返納してくだ
さい。また、発行代金の返納はしません。

�紛失した場合は、原則としてシーズン中の再発行は
しません。

�乗車証利用中の傷害事故等については、湯沢町、湯沢
町教育委員会、湯沢町スキー場振興協議会およびス
キー場管理者は一切の責任を負いません。

こども電話（メール）相談　　※お気軽にご相談ください。

� 電 話 相 談 ＜� 784 － 3033 ＞ 午前 8：30 ～午後 5：00（土・日祝日を除く）

� メール相談 ＜ e－mail：secret-sodan@town.yuzawa.lg.jp ＞ 24 時間対応

申込み・問い合わせ

湯沢町公民館
℡７８４－２４６０

湯沢町スキーリフト等共通乗車証の発行について
今シーズンも湯沢町スキー場振興協議会の協力で湯沢町スキーリフト等共通乗車証を発行します。

希望者は湯沢町公民館にある申込書により、次の内容に注意してお申込みください。
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平成１９年度 湯沢町バレーボール協会杯

９人制ナイターバレーボール大９人制ナイターバレーボール大会会
開 催 日 11 月 9 日（金）・10 日（土）
会　　場 湯沢カルチャーセンター　アリーナ

日　　程 １９日（金）●開会式　 午後６時３０分～　●試合開始 午後６時５０分～
 １０日（土）●試合開始 午後６時３０分～　●表彰式（試合終了後）

参加対象 湯沢町在住者または町内の事業所に勤務する人で編成したチーム。
 チーム編成は男女混合９名以上。（試合時には女性２名以上を含むこと）

参 加 費 １チーム　２,０００円（代表者会議で徴収）

申込方法 湯沢町公民館で参加申込書に記入する。申込締切は１１月４日（日）です。

代表者会議 １１月５日（月）午後７時～　湯沢町公民館３Ｆ会議室１（組合せ抽選、競技規則・運営方法の説明）

【問い合わせ】湯沢町バレーボール協会　貝瀬一巳　℡０８０－５６９３－２１５６

参加チーム
募集！

コーディネーショントレーニングを取り入れて秋の夜長を親子で楽しもう

○ 日 時 10 月 17 日（水）　午後 7時～８時 30 分（午後６時５０分集合）
○ 会 場 湯沢カルチャーセンター　アリーナ

○ 対 象 小学校１～３年生、保育園 年長さん、保護者（なるべく参加してください。）

○ 内 容 ★コーディネーショントレーニング（運動神経が良くなる運動）
 ＊低学年の今やっておくべき動きや遊びを楽しく行います。
 ★ボールを使ったゲームなど

○ 持ち物 室内履き、タオル、飲み物等
 ※必ず運動のできる服装（体操着等）で参加してください。

○ 参加費 １人　２００円（開催当日持参してください。）

※ 教室参加中のケガについては、保険に加入し治療費の援助をすることになっていますが、不
十分と考えられるので、ケガをした場合は自己負担があることをご了解ください。

※ 電話でのお申込みも受け付けます。なおファックス・メールでお申込みするときは、お名前（お
子様の名前と保護者名）・住所・年齢・電話番号・参加する日を記入してお送りください。

※ 当日のお申込みも受け付けますが、なるべく事前に申込みください。

いろいろ体験教いろいろ体験教室室 ～からだをうごかすと、こころもうごく～親子で

� 主催：湯沢町公民館
� 主管：湯沢町体育指導委員会

【問い合わせ・申込み】湯沢町公民館
℡７８４－２４６０　�７８４－３７３７
���������������	�
����
�
�������

申込み締切り
　�１０月１５日（月）

町内氏名タイム順位
南魚沼市五日町八木　正弘３４分４１秒1
南魚沼市目来田星野　健一３７分２９秒2
湯沢高校陸上部関　　駿雄３８分２３秒3
南魚沼市石打桑原　健一４０分０５秒4
南魚沼市石打高野　行彦４１分１７秒5
南魚沼市大沢星野　幾太４１分４７秒6
湯沢中駅伝部南雲　由多４２分２１秒8
湯沢町原新田南雲　秀昭４３分１２秒11
湯沢中駅伝部南雲　湧成４３分５９秒12
湯沢中駅伝部安藤　康太４４分１２秒14
湯沢町中里原沢　達夫４５分３３秒17
湯沢中アルペン部南雲　　超４６分２６秒22
湯沢町原新田�山　　昇４７分１４秒24
湯沢中教員横山　和彦４７分５０秒28

町内氏名タイム順位
湯沢中駅伝部角谷　拓馬５０分１０秒32
湯沢中駅伝部南雲　美穂５０分５４秒33
湯沢中アルペン部�持　　巧５１分０２秒34
湯沢中アルペン部綿貫福太郎５１分０６秒35
湯沢中教員田村　晃夫５１分４４秒37
湯沢町原新田清水　恒雄５３分４１秒40
湯沢中アルペン部南雲　将貴５４分３２秒43
湯沢町古野二剣持　竜司５５分０８秒45
湯沢中駅伝部磯部ちひろ５６分４９秒49
湯沢中駅伝部小林　彩音５６分５０秒50
湯沢町戸沢��　和介６１分０８秒55
湯沢中アルペン部飯塚　奈歩６９分３７秒58
湯沢中アルペン部南雲　明梨６９分３７秒58
湯沢中アルペン部綿貫　嬉子７４分２６秒61

湯沢トリムマラソン　結果湯沢トリムマラソン　結果
9月16日実施　（７着以降は、湯沢町在住・在勤者のみ記載。）

� 女子１位

気温が３０度近くまで上昇したコンディションの中、
６１人が元気よく完走しました。選手の中には、親子
が２組、７０歳前後のご夫婦が１組ありました。

第 25第 25 回回
記記念念
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田
中
踏
切
（
田
中
町
内
と
原
新

田
町
内
の
中
間
付
近
）で
は
、警
報

遮
断
機
設
置
工
事
に
よ
り
、　

月
１０

　

日（
木
）か
ら
全
面
通
行
止
め
に

２５な
り
ま
す
。

【
工
事
期
間
】

　

月　

日
〜　

月
上
旬

１０

２５

１２

【
施
工
】

東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

新
潟
支
社

南
魚
沼
の「
食
」の
ブ
ラ
ン
ド
力

を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地

域
の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と

を
目
指
し
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

【
日
時
】

　

月　

日（
金
）

１０

２６

午
後
２
時
〜
４
時

【
会
場
】

南
魚
沼
地
域
振
興
局
１
階

第
１
会
議
室

【
対
象
】

農
業
者
、農
水
産
品
・
加
工
食
品

等
の
製
造
・
販
売
事
業
者
、
宿

泊
・
観
光
関
連
の
事
業
者
な
ど

【
講
演
】

「
モ
ノ
を
売
る
よ
り
、
モ
ノ
ガ
タ

リ
を
売
る
〜
食
と
地
域
の
ブ
ラ

ン
ド
づ
く
り
の
為
に
〜
」

【
講
師
】

小
出
正
三
氏

【
定
員
】

　

名
（
先
着
順
）

８０※
事
前
の
申
込
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

�
新
潟
経
済
社
会

リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

℡
０
２
５
・
２
４
６
・
３
２
１
１

仮
渡
し
金
の
引
き
下
げ
等
、
米

を
め
ぐ
る
情
勢
が
大
き
く
変
化
す

る
中
、
農
業
経
営
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
緊
急
米
対
策
経
営
相
談

窓
口
を
開
設
し
ま
し
た
。
当
面
の

資
金
繰
り
と
資
金
返
済
計
画
の
相

談
や
、
経
営
改
善
へ
の
相
談
な
ど

を
お
受
け
し
ま
す
。
今
後
の
農
業

経
営
に
不
安
が
あ
る
方
は
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
設
置
期
間
】

　

月　

日
（
金
）
ま
で

１２

２８

【
場
所
】

南
魚
沼
地
域
振
興
局
３
階

農
林
振
興
部　

南
魚
沼
農
業

普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
内

【
電
話
番
号
】

℡
７
７
２
・
２
９
４
６

ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
の
各
種
イ
ベ

ン
ト
の
際
、
心
肺
停
止
者
が
発
生

し
た
と
き
に
対
応
で
き
る
よ
う
自

動
体
外
式
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）を

貸
し
出
し
ま
す
。

対
象
は
、
県
内
に
お
い
て
開
催

さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
競
技
や
そ
の
他

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
主
催
者
で
、
貸

出
料
は
無
料
で
す
。

【
貸
出
場
所
】

・
新
潟
県
内
の
地
域
振
興
局
（
支

局
）
健
康
福
祉
（
環
境
）
部

・
新
潟
県
庁
医
薬
国
保
課

【
申
込
方
法
】

・
所
定
の
様
式
に
よ
り
、
貸
出
希

望
日
の
１
か
月
前
ま
で
に
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

（
様
式
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
す
る
ほ
か
、
貸
出
場
所
に

備
え
て
い
ま
す
。）

【
問
い
合
わ
せ
】

新
潟
県
医
薬
国
保
課

℡
０
２
５
・
２
８
０
・
５
１
８
３

交
通
事
故
に
遭
っ
て
お
困
り
の

方
の
た
め
に
、
新
潟
県
で
は
交
通

事
故
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

「
損
害
賠
償
額
は
ど
の
く
ら
い
か
」

な
ど
、
専
門
の
相
談
員
が
様
々
な

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
月

１
回
、
弁
護
士
お
よ
び
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
が
来
所
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
場
所
】

新
潟
県
庁
１
階

【
相
談
時
間
】

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
月
曜
〜
金
曜
）

【
電
話
番
号
】

０
２
５
・
２
８
０
・
５
７
５
０

※
祝
日
・
年
末
年
始
は
休
み
で
す
。

※
電
話
相
談
、
面
談
相
談
の
両
方

を
行
っ
て
い
ま
す
。

緊
急
米
対
策
経
営
相
談
窓
口
を

開
設
し
ま
し
た

Ｊ
Ｒ
上
越
線
踏
切

全
面
通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

南
魚
沼
の
「
食
」
に
関
す
る

ブ
ラ
ン
ド
意
識
向
上
セ
ミ
ナ
ー

自
動
体
外
式
除
細
動
器

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を
貸
し
出
し
ま
す

資
源
ご
み
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
か
ら
の
お
知
ら
せ

中
子
の
資
源
ご
み
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
開
場
日
・
時
間
は
、毎
月

　

日
を
除
く
毎
週
火
曜
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で
で
す
。

２９（
昼
休
み
に
よ
る
中
断
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
時
間
内
で
あ

れ
ば
受
け
入
れ
し
ま
す
。）

受
入
品
目
は
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
・
新
聞
紙
・
チ
ラ
シ
・
空
き
缶
・

空
き
び
ん
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
汚
れ
て
い
な
い
も
の
で
す
。
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ＡＥＤ器械の一例

新
潟
県
交
通
事
故
相
談
所

セブン・イレブン様

至　新潟 ＪＡしおざわ様

国
道　

号
１７

田中踏切

至　東京

湯
沢
中
学
校
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里
親
制
度
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か

近
年
、
児
童
虐
待
な
ど
で
家
庭

に
恵
ま
れ
な
い
児
童
が
増
え
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
児
童
の
多
く
は
、

児
童
福
祉
施
設
で
暮
ら
し
て
い
ま

す
が
、
児
童
の
健
全
な
成
長
に
は
、

あ
た
た
か
い
家
庭
で
の
生
活
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
児
童

福
祉
法
で
里
親
制
度
が
設
け
ら
れ
、

児
童
の
幸
せ
の
た
め
に
大
切
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

里
親
に
な
る
た
め
に
特
別
な
資

格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
子
ど

も
が
大
好
き
な
健
康
的
で
明
る
い

家
庭
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

里
親
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
お

知
り
に
な
り
た
い
方
は
、
児
童
相

談
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

南
魚
沼
児
童
相
談
所

℡
７
７
０
・
２
４
０
０

自
然
に
囲
ま
れ
た
湯
沢
町
の
魅

力
を
学
ぶ
、
気
軽
な
研
修
会
で
す
。

絶
景
ス
ポ
ッ
ト
や
花
や
植
物
の
こ

と
、
天
然
記
念
物
の
「
イ
ヌ
ワ
シ
」

な
ど
、
自
然
の
魅
力
を
再
発
見
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

湯
沢
の
自
然
を
き
れ
い
に
撮
る

「
デ
ジ
カ
メ
講
座
」
も
あ
り
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
を
覚
え
た
後
は
、
早
速

ご
自
分
の
デ
ジ
カ
メ
で
撮
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。

【
日
時
】

　

月　

日
（
水
）

１０

２４

午
後
１
時　

芬
〜
３
時　

分

３０

３０

※
ご
希
望
の
方
は
、
こ
の
後
デ
ジ

カ
メ
実
施
研
修
（
大
源
太
湖
）

【
会
場
】

体
験
工
房
「
大
源
太
」
会
議
室

【
参
加
費
】

無
料（
事
前
の
申
込
み
が
必
要
）

【
参
加
資
格
】

・
湯
沢
町
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務

し
て
い
る
方
（
中
学
生
以
上
）

・
マ
ン
シ
ョ
ン
オ
ー
ナ
ー
の
方

【
定
員
】

　

名
程
度
（
予
定
）

３０
【
主
催
・
問
い
合
わ
せ
】

湯
沢
町
観
光
協
会

℡
７
８
５
・
５
５
０
５

※
申
込
み
方
法
等
詳
し
く
は
、　
１０

月　

日
（
土
）
の
新
聞
折
込
チ

１３
ラ
シ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

※
平
成　

年
１
月
下
旬
に
は
、「
湯

２０

沢
の
魅
力
に
ふ
れ
る
会
〜
歴

史
・
食
文
化
編
〜
」を
予
定
し
て

い
ま
す
。内
容
は
、平
成　

年
Ｎ

２１

Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
天
地
人
」の

直
江
兼
続
の
お
話
や
、
昔
懐
か

し
い
ふ
る
さ
と
の
食
を
堪
能
す

る
食
文
化
体
験
な
ど
で
す
。

い
い
脳
と
は
、幸
福
な
脳
で
あ
る
。

人
工
知
能
の
研
究
者
だ
っ
た
講

師
が
わ
が
子
に
望
ん
だ
こ
と
は
、

「
し
あ
わ
せ
な
天
才
脳
」
の
持
ち
主

に
育
て
る
こ
と
で
し
た
。

脳
育
て
の
基
本
と
し
て
、
親
が

守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
基
本
の

ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
講
師
自
身

の
体
験
を
踏
ま
え
、
脳
科
学
か
ら

見
た
「
幸
福
な
脳
」
育
て
の
極
意

を
、
脳
の
成
長
段
階
に
合
わ
せ
て

話
し
ま
す
。

【
日
時
】

　

月　

日
（
水
）

１１

２１

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

４５

【
会
場
】

新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ

（
新
潟
市
中
央
区
上
所
２
‐
２
‐
２
）

【
参
加
】

無
料（
事
前
の
申
込
み
が
必
要
）

※
保
育　

名
。
就
学
前
の
お
子
さ

１５

ん
は
、
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

【
定
員
】

４
５
０
名

【
申
込
み
受
付
開
始
】

　

月　

日
（
月
）

１０

１５

※
先
着
順
で
す
。
定
員
に
な
り
次

第
、
締
め
切
り
ま
す
。

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

℡
０
２
５
・
２
８
４
・
６
１
１
０

　

月
は
里
親
月
間
で
す

１０

湯
沢
の
魅
力
に
ふ
れ
る
会

〜
自
然
編
〜
参
加
者
募
集
中

「
し
あ
わ
せ
脳
に
育
て
よ
う
」

講
演
会
の
ご
案
内

湯
沢
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
活
動
報

湯
沢
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
活
動
報
告告

９
月　

日
朝
６
時
に
、
ク
ラ
ブ
メ

２３

ン
バ
ー
の
８
人
が
集
ま
り
、
社
会
貢

献
活
動
の
一
環
と
し
て
主
水
公
園

の
草
刈
を
行
い
ま
し
た
。

草
刈
機
の
使
用
は
、
今
回
が
初
め

て
だ
っ
た
の
で
、
最
初
は
悪
戦
苦
闘

し
ま
し
た
。
し
か
し　

分
ほ
ど
で
何

３０

と
か
慣
れ
、
２
時
間
く
ら
い
か
け
て

終
了
し
ま
し
た
。
き
れ
い
に
な
っ
た

後
を
見
た
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
ン

バ
ー
か
ら
「
ま
た
や
り
ま
し
ょ
う
」

と
い
う
声
が
聞
か
れ
、
再
度
行
い
た

い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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〜
「
社
員
の
安
心
を
守
る
の
は
、社

長
の
責
任
で
あ
り
、社
会
の
義

務
で
す
。」
〜

労
働
保
険
と
は
労
災
保
険
と
雇

用
保
険
の
総
称
で
、
政
府
が
管
理

運
営
し
て
い
る
保
険
制
度
で
す
。原

則
と
し
て
、
労
働
者
を
一
人
で
も

雇
用
し
て
い
る
事
業
主
は
、必
ず
労

働
保
険（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

労
働
保
険
は
、労
災
保
険
・
雇
用

保
険
の
各
種
給
付
金
の
ほ
か
、
雇

用
の
安
定
の
た
め
に
事
業
主
に
支

給
さ
れ
る
助
成
金
な
ど
の
各
種
支

援
制
度
も
設
け
ら
れ
て
い
て
、
労

働
者
は
も
と
よ
り
事
業
主
の
た
め

に
も
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
制
度

で
す
。

ま
だ
労
働
保
険
の
加
入
手
続
き

を
行
っ
て
い
な
い
事
業
主
の
方
は
、

管
轄
の
労
働
基
準
監
督
署
ま
た
は

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職
業
安
定

所
）で
、加
入
手
続
き
を
取
ら
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
ご
不
明
な
点
は
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼

℡
７
７
２
・
３
１
５
７

小
出
労
働
基
準
監
督
署

℡
０
２
５
・
７
９
２
・
０
２
４
１

上
越
新
幹
線
で
災
害
・
異
常
時

な
ど
を
想
定
し
た
夜
間
走
行
訓
練

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

【
期
日
】

　

月　

日
（
水
）

１０

２４

【
走
行
列
車
の
発
車
予
定
時
刻
】

午
前
０
時　

分
頃　

発
車

５５

越
後
湯
沢
駅
よ
り
新
潟
方
面

【
問
い
合
わ
せ
】

東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

新
潟
支
社
総
務
部
安
全
対
策
室

℡
０
２
５
・
２
４
８
・
５
１
８
１

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業

特
別
基
金
で
は
、
あ
ら
た
め
て
次

の
方
々
に
内
閣
総
理
大
臣
名
の

「
特
別
慰
労
品
」
を
贈
呈
し
て
い
ま

す
。過

去
に
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書

状
等
を
受
け
た
方
や
、
書
状
を
受

け
る
資
格
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
請
求
さ
れ
て
い
な
い
方
も
対

象
で
す
。

・
旧
軍
人
等
で
恩
給
等
を
受
け
て

い
な
い
恩
給
欠
格
者
の
方

・
戦
後
、
ソ
連
や
モ
ン
ゴ
ル
に
強

制
抑
留
さ
れ
た
方

・
終
戦
に
伴
い
本
邦
以
外
の
地
域

か
ら
引
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
「
ご

本
人
」

請
求
書
は
、
湯
沢
町
役
場
健
康

福
祉
課
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

資
格
要
件
な
ど
は
、
独
立
行
政

法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

０
１
２
０
・
２
３
４
・
９
３
３

（
月
〜
金　

午
前
９
時　

分
〜

１５

午
後
５
時　

分　

土
日
休
）

１５

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
）
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今月の納税今月の納税等等

（第 ３ 期 ）
（ 第 ４ 期 ）

町 県 民 税
国 民 健 康 保 険 税
納期限は、１０月３１日�です。
（口座振替日は、１０月２９日�です。）
※納税相談は、税務課収納班（℡７８４－３４５２）
で受け付けています。

※
類
似
文
字
で
表
記
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
逝
去
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

９
月　

日
17

９
月　

日
２０

９
月　

日
２３

９
月　

日
２６

林山
岸

福
田

藤
本

キ
ク
ノ

カ
ノ

キ
ヨ

壽
美

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

　

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

９
月
８
日

９
月　

日
１７

�
股

南
雲

 
千
紗 

ち

さ

す
ず

さ
ん

さ
ん

　

月
は

１０労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
で
す

上
越
新
幹
線

夜
間
走
行
訓
練
列
車
の
運
転

恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制

抑
留
者
、
引
揚
者
の
皆
さ
ま
へ

　

月　

日
は

１０

１６

「
あ
り
が
と
う

湯
沢
の
日
」

湯
沢
町
が
い
つ
の
時
代
に
も
、

真
に
愛
さ
れ
る
観
光
地
と
な
る

よ
う
、
こ
の
日
を
機
会
に
「
あ
り

が
と
う
」の
気
持
ち
を
再
確
認
し

ま
し
ょ
う
。
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ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

９
月　

日
２６

阿
部

（
加
賀
谷
）

健
太
郎

弥
生

さ
ん

さ
ん


